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差
別
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選
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教
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抗
し
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教
育
冥
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皆
超
絡
会
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▼
緻
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と
反
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運
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玉
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岸
欠

L
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㌧

、 、

＼の正人調べを却下し、甲期結審へ進まんとして、、る。
9月 公F}1は16、19E[の両日に戸定され、6鑑 疋書の採'亡 めぐり決

紀的な闘いになることが予想される。この決定的な局面を底え、5'生
運動 ・労働者運動のq産 別主盈的 ・本工主義的砲限界3又 疾し、部落
大衆の闘いとの結合にむけ、職場における反含理化闘争 。嘗園での教
育闘争を爾景としての闘いの溝策をもっての圧倒的な決起が要請され

ている.

飛⊥亙弓厳 ↑3月 益判闘争は26、29の 樋日、東京畠飯、臼比谷'∫＼昼

園一体となって 聞われた。小公園にま部港解放同盟を中心 こ、 自宿

労、全止、刀、道などの産別労働者をぱしめ、全国から結集した戯干人
の㌧∫風者 ・多隼が参り口し、法通内での石川青年 ・井護団 ・傍聴団の闘
い 二飛 し、井 ㌔の9弓 結毒一11月死刑判決窯動粉砕へむけ、圧倒的

な調 、が異謂された。井猷厨1」蔑はいまだ 「自らの手にょる判決」を
轟めておらず、写月公iljこおいて弁趨団の申謂した6鑑 定書について
の児解ム明を∂`公 判に延 ます一力、検奈側と一体となって鑑定人ノ

・

・29
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決
定
的
局
面
は
九
月
公
判

へ

ニ
ド
ル
日
の
公
判
闘
争
は
、
井
渡
の

九
月
結
響
-
十
一月
死
刑
判
決
策
動
を

粉
砕
す
る
決
定
的
な
闘
い
を
迎
え
た
緊

迫
感
の
中
、
約
五
千
人
の
緒
桑
の
も
と

九
時
半
か
ら
日
比
谷
小
公
園
で
開
始
さ

ノ

れ
た
。
「準
別
裁
判
打
ち
砕
こ
う
」

「解
放
歌
縣
合
唱
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
の
の
ち
、
部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部

を
代
涙
し
て
」
杉
書
記
長
か
ら
「
今
日

は
狭
山
闘
争
の
決
定
的
な
山
場
を
む
か

え
て
い
る
。
同
盟
は
裁
判
所
の
不
当
な

弾
圧
に
対
し
、
社
会
党
の
国
会
議
員
団

の
傍
聴
を
お
願
い
し
た
。
法
廷
内
で
は

最
屈
の
戦
術
を
も
っ
て
闘
う
。
今
日
の

闘
い
は
五
時
に
終
わ
る
と
は
阪
ら
な

い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
座
り
込
み
を

も
っ
て
も
闘
う
決
意
を
固
め
て
ほ
し

い
」
と
闘
い
の
基
調
が
提
起
さ
れ
た
。

石
川
一
雄
晋
日
の
家
族
の
紹
介
の
の

ち
、
欝

央
一
あ
鑛
院
議
員
を
は
し
め

と
q
る
九
名
の
社
会
覚
国
会
議
員
団
、

東
曲
両
本
願
寺
代
表
を
含
む
鋳
聴
団
の

井
波
、
鑑
定
書

へ
の
解
答
示
さ
ず

紹
介
が
行
な
わ
れ
、
同
盟
桧
井
副
委
員

畏
か
ら
[
石
川
君
の
命
が
か
か
っ
て
い

る
今
日
の
闘
い
を
、わ
れ
わ
れ
は
必
死

の
決
意
を
も
っ
て
闘
う
」
と
決
意
表
明

が
行
な
わ
れ
、
全
員
の
拍
手
を
も
っ
て

傍
聴
団
を
送
り
出
し
た
。

戦
術
会
議
の
の
ち
、
同
盟
西
岡
申
執

よ
り
行
動
提
起
が
行
な
わ
れ
「個
人
的

な
行
動
は
許
さ
れ
な
い
。
全
員
の
団
結

で
力
強
い
闘
い
を
展
開
し
よ
う
」
と
の

庄
意
が
な
さ
れ
た
。

続
い
て
解
放
同
盟
の
各
プ
ロ
ノ
ク
代

表
の
発
言
に
う
つ
り
、
開
棄
プ
ロ
ノ
ク

の
長
野
畷
遵
、
中
国
プ
ロ
ノ
ク
の
扁
取

県
連
、
四
国
プ
ロ
ノ
ク
の
徳
島
県
連
、

江畿
プ
ロ
ノ
ク
を
代
衣
し
て
大
阪
府
連

九
州
プ
ロ
ノ
ク
の
福
岡
県
連
か
ら
闘
い

の
報
告
が
行
な
わ
れ
た
。

次
に
全
国
の
子
ど
も
会
を
代
麦
し
て

大
阪
・
日
の
出
子
供
会
の

一ヨ
ハ
名
の

代
表
か
ら
、
学
習
△△、
プ
校
、
地
城
で

の
署
各
活
動
、
そ
し
て
現
地
認
食
の
報

告
と
刀
強
い
決
意
表
明
が
行
な
わ
れ

た
。
婦
人
部
の
代
表
は
一
一
昨
日
の
現

地
調
査
を
も
っ
て
石
川
君
無
実
の
確
侶

を
一層
深
め
た
。
子
ど
も
を
宝
み
育
て

る
婦
人
は
最
後
ま
で
闘
う
}と
の
ア
ピ

t
ル
を
行
な
っ
た
。

狭
山
闘
争
の
最
先
顕
に
立
っ
て
闘
っ

て
い
る
膏
年
郎
代
表
か
ら
は
「
青
年
の

主
体
的
な
闘
い
を
も
っ
て
、
真
相
の
徹

唇
的
な
報
告
、
署
名
の
霞
徹
な
ど
、
部

落
解
放
の
著
き
戦
士
と
し
て
后
勤
を
す

す
め
て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
は
中
央
本
部

の
指
示
に
斑
い
、
青
年
の
戦
闘
性
を
発

揮
し
、
狭
山
闘
争
勝
利
の
日
ま
で
が
ん

張
る
」
と
の
戦
闘
的
な
発
言
が
行
な
わ

れ
た
。

続
い
て
、
八
薗
内
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
コ
ン
に
は
い
り
、
同
盟
各
都
府
県

連
の
隊
列
を
先
頭
に
、
戦
闘
的
な
デ
モ

と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
展
開
し
た
。

十

]
時
す
ぎ
、
小
公
園
に
再
結
集

し
、
野
ム
中
執
よ
り
午
前
中
の
八
ご
、廷

ル一コレプユシ大すま励を氏雄ト31石う闘で内廷法

の
報
告
が
灯
な
わ
れ
た
。
午
前
中
は
石

川
醤
年
の
妹
・
葵
智
子
さ
ん
へ
の
検
事

尋
闘
が
行
な
わ
れ
、
検
事
の
強
圧
的
な

尋
問
の
た
め
に
藁
智
チ
さ
ん
が
倒
れ
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
、
全
員
の
怒
り
を
あ

ら
た
に
し
た
。

畳
休
み
か
ら
は
、
固
盟
各
ブ
ロ
ッ

ク
、
支
将
団
体
を
中
心
に
、
都
内
各
タ

ー
ミ
ナ
ル
で
の
情
宜
、
"
似
山
差
別
裁

判
・
第
四
版
ψ
の
敗
売

動
が
行
な
わ

れ
、
法
廷
、
小
公
園
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
を

貰
い
た
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。

午
後
の
闘
い
は
一
時
す
ぎ
よ
り
開
始

さ
れ
、
各
支
将
団
体
の
発
醤
が
行
な
わ

れ
た
。
全
国
部
落
研
選
・
全
国
支
持
共

は
「
井
波
の
九
月
結
審
・
十
一
月
死

刑
判
決
粉
砕
の
た
め
に
、
機
動
隊
を
セ

ン
滅
し
、
粛
京
畠
裁
を
瓦
齪
さ
せ
る
闘

い
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

発
言
、
全
都
神
奈
川
狭
山
差
別
裁
判
糾

弾
共
闘
は
、
八
・
二
七
第

一波
東
拘
包

囲
闘
争
の
報
告
の
の
ち
、
兀
月
結
審
粉

錬
舘
鉄
幣
騰
沸
謙
㌘

全
学
新

り
ー
ダ
ー

ズ

ら'ー

∴

,

・

ダい

、

"

だ公
胴

、

◆
、

1
ち

'

」
,

軽

(ー

訟
炉
馨

垂

慈

博
§
嫡
"
喚
「"
ジ
応
汐
〉
、
雫
㌧"
§

、
ヒ
、、沁

へ映

「

、「♂
、い黛
、電

湧
聖
ζ

い団
『
い
蝕
會

㌔

胴

-齢握
鑑
羅
課
無

十
五
、
十
六
両
日
、
京
都
大
学
で
開
催

さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
十
六
臼
に

●

キ

ャ
ン
プ

か
に
し
た
。

婦
人
民
ユ
ク
ラ
ブ
、
全
盈
埼
玉
地
本

の
発
善
に
続
き
、
自
眉
労
を
代
表
し
て

神
奈
川
県
ム
よ
り
、
自
滞
労
全
国
膏
窒

部
大
会
に
お
い
て
、
大
阪
府
本
と
と
も

に
、
今
秋
闘
争
の
最
大
の
課
題
と
し
て

狭
山
闘
争
に
取
り
粗
む
こ
と
を
提
起

し
、
全
国
決
定
を
か
ち
と
っ
た
こ
と

が
報
告
込
れ
、
職
場
に
お
け
る
吏
員
、

雇
員
と
い
う
差
別
分
欺
に
よ
る
労
務
管

理
と
の
∬
決
の
中
か
ら
、
九
月
結
審
粉

砕
の
戦
91
に
決
起
す
る
こ
と
を
決
意
麦

明
し
た
。

再
農
の
　
時
闇
半
に
わ
た
る
公
園
内

23
、
24

日

に

延

期

開

催

行
動
の
の
ち
、
小
公
園
に
人
り
、
傍
聴

団
の
報
告
が
行
な
わ
れ
た
。
井
汲
裁
刈

長
に
よ
り
、
不
肖
に
も
退
乏
さ
せ
ら
孔

た
野
本
中
執
よ
り
「
私
へ
の
退
延
命
令

は
井
汲
の
傍
聴
団
の
闘
い
へ
の
恐
箭
の

表
現
で
あ
る
。
し
か
し
弾
圧
さ
れ
れ
ば

轟
。へ

塗

灘

馨

藩

、

落
曳

・

狭
山
差
別
裁
判
公
判
闘
争
、
一昌里
塚
闘

箏
の
璽
太
局
面
を
迎
え
る
た
め
に
、
一

週
聞
延
期
し
て
二
十
三
目
午
後
一時
か

ら
開
か
れ
る
こ
と
に
な
り
た
.

書
妃
局
で
は
、
各
学
新
が
十
六
日
の

共
同
デ
ス
ク
を
貫
徹
し
、
二
十
三
、
二

十
四
日
の
り
ー
ダ
ー
ズ
・
キ
ャ
ン
プ
に

参
加
す
る
こ
と
を
嬰
躍
し
て
い
る
.

さ
れ
る
ほ
ど
わ
れ
わ
れ
の
力
は
高
ま
っ

て
ゆ
く
。
井
波
は
蔽
廷
に
お
い
て
、
鑑

定
書
へ
の
回
答
は
、
八
月
公
判
に
お
い

て
は
出
さ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
レ
た

沈毅
雑
黎
爺
課
切灘

で
あ
る
」
と
の
報
貨
と
、
井
渡
の
差
別

的
訴
訟
噌
撮
へ
の
弾
幼
が
述
べ
ら
れ

た
。

時
馳
多
ぎ
、
固
日
の
公
判
廷
を
お

え
た
傍
聴
団
が
到
着
し
、
松
井
副
委
員

長
よ
り
、
同
日
の
法
廷
内
闘
争
の
概
略

(別
項
の
ニ
ュ
ー
ス
参
照
)
が
報
告
さ

れ
た
。
社
会
党
筒
聴
団
の
鞭
営
な
ら
び

に
国
会
内
で
の
逼
及
の
決
意
麦
明
に
続

き
、
同
盟
朝
田
委
員
長
よ
り
総
括
の
発

言
が
行
な
わ
れ
た
。
委
員
長
は
「今
日

の
庚
戦
は
九
月
十
六
日
の
公
判
に
縛
ち

越
さ
れ
た
。
裁
判
長
・
険
事
の
鑑
定
書

へ
の
解
答
引
き
延
ば
し
策
も
つ
き
て
し

ま
い
、
打
つ
手
が
な
い
状
況
で
あ
る
。

躰
波
の
な
し
崩
し
的
な
結
審
策
動
を
許

さ
ず
、
九
月
公
判
を
総
力
を
あ
げ
て
闘

お
う
一
と
述
へ
、
九
月
公
判
が
決
定
的

な
闘
い
と
な
る
ご
と
を
強
調
し
た
。

弁
誕
団
を
代
ム
し
て
出
上
弁
護
士
は

」検
事
は
井
汲
が
oク
ロ
の
心
証
ヴ
を

も
っ
て
い
る
二
と
へ
の
麗
醤
を
も
っ

井及の九月締審策動を粉砕すべく、全国から給集 した五干人の郁落大衆、労働者、学生

て
、
九
月
結
審
へ
の
全
面
協
力
し
て
い

る
。
九
月
公
判
は
残
さ
れ
た
証
人
i
封

筒
の
ノ
リ
付
け
に
関
す
る
大
沢
鑑
定

人
、
彼
害
者
・
善
枝
さ
ん
の
二
人
の
友

人
、
死
体
埋
没
現
場
の
農
道
所
有
者
・

新
井
千
占
氏
、
脅
迫
状
の
筆
跡
鑑
定
ん

・
高
村
ー
の
尋
問
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
本
日
、
六
つ
の
新
鑑
足
叢
の
鑑
足

人
の
証
人
採
用
を
由
譜
し
た
。
こ
の

申
講
へ
の
対
応
如
何
が
、
裁
判
の
行
方

を
左
δ
す
る
。
弁
論
団
ぱ
証
人
申
請
却

下
に
対
し
て
は
一致
し
て
、
裁
判
冒
忌

匪
を
も
っ
て
闘
う
こ
と
を
闘
景
に
し
ζ
嘱

弁
護
団
の
統
一
が
か
ち
と
ら
れ
て
き
て

い
る
。
情
勢
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

エ
、
が
、
わ
れ
わ
れ
は
必
ず
勝
つ
」
と

タ
ー
の
1
局
面
と
九
月
公
判
の
展
望
を

述
へ
尤
、

最
後
に
石
川
晋
年
の
両
親
よ
り
「
み

な
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
今
日
の
公
判
で

一
雄
の
笑
う
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き

な
】
と
の
感
謝
の
発
δ
を
う
け
、
上
杉

畠
記
長
の
琶
頭
で
、
九
月
公
判
を
今
月

一措

す
る
カ
を
も
っ
て
闘
う
こ
と
を
誓

い
田
結
、
頑
張
.つ
う
の
二
唱
を
行
な

い
、
八
月
公
司
闘
争
を
お
え
に
。

8・26
貞

不当な強圧的尋問検事
第67回 公判

幽 璽●●`

り

石川君、力強 く証言す

 

(

二
丁
九
日
の
第
六
†

七
回
公
判
は
、
証
人
と

し
て
石
川
一
雄
爾
年
の

妹
-
市
村
契
智
子
さ
ん

の
砒
人
尋
間
か
ら
開
始

さ
れ
た
。
奨
智
子
さ
ん

は
、
事
件
当
夜
(
昭
和

三
十
八
年
五
月
}
、
二

日
)
石
川
骨
年
の
ア
リ

バ
イ
に
関
し
て
、
両
日

の
夜
、
一
遜
脅
年
は
目
宅
で
寝
て
い
た

こ
と
を
証
ぎ
し
た
9

こ
れ
に
対
し
て
検
事
は
、
い
ま
だ
に

弁
護
団
に
も
開
示
さ
れ
て
い
な
い
昭
相

三
八
年
六
月
九
日
、
二
八
日
付
け
の
黄

智
子
さ
ん
の
調
喬

(こ
れ
は
当
時
十
四

才
の
妓
女
を
、
両
親
、
敦
師
を
立
会
わ

せ
な
い
ま
ま
不
当
に
も
取
り
細
べ
て
作

製
し
た
調
醤
で
赴
拠
能
力
の
疑
わ
し
い

も
の
)
を
持
ち
出
し
、
美
智
子
さ
ん
に

そ
れ
を
続
む
こ
と
を
強
要
す
る
な
ど
、

ま
っ
た
く
不
当
な
強
圧
的
な
尋
問
を
行

な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
美
智
子
さ
ん
は

三
†
分
聞
の
番
理
の
の
ち
に
気
分
が
悪

く
な
り
、
救
急
車
で
運
ば
れ
、
雷
理
は

中
断
さ
れ
た
。

こ
の
あ
と
弁
護
団
は
休
憩
を
禾
め
、

検
事
側
に
苅
し
、
六
つ
の
新
鑑
走
へ
の

慧
見
を
明
ら
か
に
す
る
よ
つ
に
要
釆
し

た
。
検
事
は
、
石
川
君
へ
の
尋
間
を
や

う
て
か
ら
、
鎧
定
簿
へ
の
意
見
を
述
ぺ

る
と
い
う
不
当
な
顧
度
に
出
た
。
井
吸

訟
指
揮
を
行
な
い
、
約
「
時
聞
に
わ
た

る
激
し
い
簾
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

こ
の
中
で
山
上
弁
護
士
は
「
目
日
の

架
空
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
鑑
足

蒼
に
苅
し
そ
れ
を
ヵ
バ
ー
す
る
た
め
、

裁
判
長
は
被
衝
尋
問
を
肝
そ
つ
と
し
て

い
る
」
と
抗
議
し
、
さ
ら
に
「井
波
裁

判
長
は
わ
れ
わ
れ
の
証
人
甲
謂
を
犬
量

却
下
し
た
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、

陪
席
判
事
と
協
識
し
な
い
の
は
ξ
つ
し

て
か
」
と
鋭
く
遺
っ
た
。
午
削
中
の
公

判
は
意
見
の
一
致
を
み
な
い
ま
ま
に
終

了
し
た
。

鐘

も
肇
側
の
選

た
・塗

午
段
は
一
騨
よ
り
再
開
さ
れ
、
弁
霞

団
の
主
撮
を
入
れ
、
検
事
よ
り
上
田
死

斑
鑑
定
を
除
く
五
鉦
定
へ
の
意
見
が
述

べ
ら
れ
た
.

こ
れ
は
①
相
軟
森
・
上
田
叢
足
は
研

件
に
無
関
係
、
②
八
幡
鑑
定
は
毎
に
も

薬
に
も
な
ら
な
い
、
③
翁
跡
鑑
足
に
つ

い
て
は
抽
象
的
で
あ
る
と
述
ぺ
、
さ
昏

に
筆
跡
鑑
足
に
つ
い
て
は
、
①
樹
1
き

を
宣
硯
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
監
要

な
問
題
で
は
な
い
。
脅
坦
状
は
ケ
イ
線

に
そ
っ
て
欝
い
た
か
ら
曲
っ七
い
な
い

の
は
当
然
、
②
段
落
・
句
饒
点
の
問
題

は
、
文
頭
の
性
格
の
遭
い
に
よ
る
も

の
、
と
ま
っ
た
く
王
観
的
な
意
見
を
匪

新古 ・カメラ在庫 ・豊富

カメラ買取 ・交換 ・孟融 ・歓迎

キ ネ ヤ カ メ ラ 店

TEL、(盟D4153京都三条大橋西請

 

鑑
定
書
を
軸
に
闘

八
月
二
山⊥
ハ
日
、
日
比
谷
小
公
園
で

狭
」
差
別
裁
判
公
判
闘
争
が
部
惑
解
放

同
盟
を
中
心
に
約
三
千
五
百
名
の
結
築

で
闘
わ
れ
た
。

こ
れ
は
七
月
二
十
七
日
の
法
廷
に
お

い
て
、
弁
護
団
側
か
ら
提
出
さ
れ
た
石

川
氏
の
無
実
を
科
芋
的
に
立
証
し
た
六

つ
の
新
鑑
足
喬
を
東
京
高
裁
井
波
裁
判

長
に
採
用
さ
せ
る
か
ど
う
か
と
い
う
}

つ
の
局
面
を
迎
え
た
八
月
公
判
闘
争
で

あ
っ
た
。
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ゲ
ー
ト
前
を
実
力
で
制
圧
す

階
級
的
反
戦
闘
争
の
水
路
拓
く

八
月
四
日
か
ら
の
横
浜
材
雨
構
で
の
座
り
込
み
に
よ
っ
て
神
余
川
米
颪
柑
模
原
禰
給
廠
か
ら
の
M
48
戦
卓
の
搬
出
を
実
力
阻
止
し
て
以
来
ヘ
ト

ナ
ム
馨
吊命
戦
争
に
直
結
し
た
相
模
原
禰
給
廠
に
対
す
る
闘
い
は
、
M
48
戦
電
、
M
照
装
甲
西
な
と
一
切
の
軍
事
物
資
搬
出
を
阻
止
し
つ
つ
、
補

絆
廠
、
基
地
の
撤
去
解
体
に
癸
き
蓮
み
つ
つ
あ
る
。
軍
和
共
存
と
反
革
命
確
級
同
盟
の
強
化
を
軸
と
し
た
国
際
関
係
の
反
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
再
編

の
流
れ
の
中
に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム
革
命
の
絞
殺
萸
動
に
航
し
て
、
不
國
の
革
命
戦
争
を
闘
い
抜
く
ベ
ト
ナ
ム
人
民
と
の
直
接
的
違
帯
が
今
こ
そ
間

わ
れ
て
い
る
。

全
圏

肇

皮
琵

闘
婁

通
じ
た
藷

鮮
の
階
幣

深
化
準

録

縄
甕

実
力
阻
止
闘
讐

髭

え
て
果

階
級
甥

の
熱
い
黛

と
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
反
帝
国
際
共
同
團
争
の
結
節
点
と
し
て
、
「
先
進
国
」
ー
「後
進
国
」
を
貫
ぬ
く
一
つ
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
世
界
同

時
革
命
へ
の
本
格
的
突
入
の
戦
略
的
拠
点
た
ら
ん
と
し
て
い
る
。

一
カ
月
以
士
に
わ
た
っ
て
、
ゲ
ー
ト
前
座
り
込
み
が
闘
い
抜
か
れ
、
現
地
闘
争
本
部
の
テ
ン
ト
は
既
に
二
十
以
ヒ
を
数
え
、
日
本
の
全
ゆ
る
政

治
勢
力
が
入
り
乱
れ
な
が
ら
、
連
日
、
近
辺
の
単
那
関
逓
産
藁
労
働
者
を
中
心
と
す
る
政
治
化
し
た
群
衆
を
巷
還

ん
で
基
地
に
対
す
る
攻
紐
を

展
開
し
て
い
る
。
そ
の
総
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
労
働
者
の
現
闘
へ
の
圧
倒
的
決
起
に
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
増
々
急
進
化
し
な
が
ら
、
階
級
化

・
暴
力
化
し
、
九
月
二
日
の
青
年
労
働
者
・
学
生
に
よ
る
、
機
動
隊
を
畢
破
し
て
の
ゲ
ー
ト
前
武
鐘
制
圧
実
力
闘
争
は
膏
年
労
働
者
の
圧
倒
的
決

起
を
媒
介
に
し
つ
つ
、
相
模
原
闘
争
を
階
級
的
に
秩
厚
づ
け
、
闘
い
の
方
向
を
決
定
づ
け
て
今
秋
期
闘
争
の
水
路
を
切
り
拓
く
圃
期
的
闘
い
と
し

て
あ
っ
た
。

九
月
二
日
に
、
相
模
原
駅
横
の
児
童

公
園
で
、
念
雌
聚
京
地
本
、
全
週
三
多

摩
プ
ロ
ノ
ク
、
廉
水
労
爾
婦
部
な
ど
の

呼
び
か
け
に
よ
る
、
「戦
車
搬
出
阻
止

・
補
給
廠
解
体
・
ベ
ト
ナ
ム
反
載
、
青

年
労
働
者
総
決
起
集
会
」
が
開
か
れ
、

鷺
年
労
働
着
を
中
心
と
し
て
反
戦
、
全

学
運
(
プ
ロ
統
派
系
)
を
含
む
約
八
百

人
が
、
結
集
し
た
。

集
会
は
、
午
後
七
時
半
ご
ろ
か
ら
、

全
遵
三
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
、
東
水
労
青
婦

部
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
最
初
に
社
会

党
現
闘
ム
部
か
ら
、
連
帯
の
挨
拶
が
あ

り
、
「搬
出
時
に
は
笑
力
阻
止
闘
争
も

辞
さ
な
い
」
と
い
う
決
意
が
表
明
さ
れ

そ
の
後
、
結
集
し
た
、
諸
団
体
か
ら

の
発
書
に
入
り
、
社
会
主
藏
肯
年
同
盟
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現
堀
闘
争
本
部
か
ら
「八
・
四
か
ら
の

一 M
。妬
戦
軍
搬
出
入
阻
止
以
降
、
一ケ

月
に
わ
た
り
、
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
シ

ナ
人
民
に
真
に
連
帯
し
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

革
命
を
め
ざ
し
闘
い
抜
い
て
い
る
。
日

共
。革
共
同
両
派
の
小
ブ
ル
反
戦
闘
争

、

田

を
棄
り
超
え
、
自
衛
隊
旅
兵
阻
止
・
四

次
防
・
帝
国
車
義
常
備
軍
化
と
対
溌
す

る
階
級
的
反
戦
闘
争
を
闘
い
鼓
く
」
と

力
強
く
発
爵
が
行
な
わ
れ
た
。

続
い
て
、
命
遍
八
王
子
立
部
責
年
部

か
ら
、
決
慧
表
明
を
蛍
け
、
さ
ら
に
、

連
日
場
闘
団
を
粗
載
し
て
闘
い
抜
い
て

い
る
川
崎
自
治
労
、
市
識
か
ら
「労
働

者
の
又
力
圏
箏
`
し
て
蘭
い
抜
き
、
今

秋
示
兵
阯
止
を
北
照
本
現
地
圏
争
て
闘

う
」
こ
と
が
明
b
か
に
さ
れ
た
。

そ
の
日
、
大
量
の
結
集
を
勝
ち
と
っ

た
命
逓

三
多
摩
プ
ロ
ノ
ク
か
ら
「
親

粗
合
の
分
断
工
作
と
弾
丘
を
は
ね
の
け

て
闘
い
に
結
集
し
た
。
全
ゆ
る
日
和
見

主
義
を
業
り
超
え
て
、
実
力
阻
止
闘
争

ノ

と
し
て
、
闘
い
抜
く
。
日
本
労
働
運
動

の
帝
国
主
義
的
再
騙
を
粉
砕
す
る
労
働

青
運
動
を
労
働
監
獄
を
突
破
し
て
構
築

し
て
ゆ
く
」
と
発
魯
が
な
さ
れ
た
。

集
会
が
ま
す
よ
ず
燕
気
を
お
び
る

「
中
、
総
評
民
同
、
親
組
合
の
し
め
つ

け
、
敵
対
を
は
ね
の
け
、
最
大
結
集
を

勝
ち
と
っ
兀
、
全
水
遭
奥
水
労
胃
婦
部

か
ら
「
ベ
ト
ナ
ム
反
革
命
戦
争
粉
砕
、

M
・娼
戦
電
搬
出
阻
止
を
か
か
げ
全
水

遵
関
東
地
本
段
階
で
と
り
く
み
を
強
行

し
た
が
、
親
組
合
、
民
同
の
敵
対
に
よ

っ
て
東
水
労
青
婦
部
の
み
に
と
ど
ま
っ

た
。
階
級
的
戦
闘
的
労
働
運
動
に
よ

り
、
帝
国
主
義
労
働
運
動
を
粉
砕
し
、

階
級
的
労
単
共
闘
を
さ
ら
に
遺
求
し
、

「先
甚箇
」
「後
蓮
国
」
を
黄
く
、
世

界
同
時
革
命
を
め
ざ
し
、
イ
ン
ド
ン
ナ

反
革
命
戦
争
粉
砕
、
帝
国
主
凝
軍
隊

解
体
を
罪
力
闘
争
と
し
て
展
開
し
て
ゆ

く
」
と
日
五
街
働
者
蓮
動
の
一
大
拠
屯

に
ふ
さ
わ
し
く
、
力
咽
い
発
貞
が
な
さ

れ
た
。

続
い
て
、
自
演
労
調
布
、
建
設
関
瑠

労
組
、
都
職
労
薩
合
な
ど
か
ら
、
決
帝

表
明
を
受
け
た
後
、
司
会
か
ら
会
場
カ

ン
パ
の
報
告
が
行
な
わ
れ
、
さ
ら
に
夏

交
欝
婦
部
か
ら
、
「第
二
択
書
建
台
理

化
、
首
切
り
攻
獣
解
体
を
、
相
模
原
闘

争
と
結
合
さ
せ
闘
い
抜
い
て
い
る
。
今

秋
自
衛
隊
孤
兵
阻
止
を
現
地
北
熊
本
で

闘
い
抜
く
」
と
発
ロ
が
あ
っ
た
Q

こ
の
日
の
築
会
の
最
後
の
発
ロと
し

て
、
労
掌
共
闘
と
し
て
結
集
し
た
全

学
運
、
反
戦
(プ
ロ
統
派
)
な
ど
を

代
表
し
て
、
全
学
連
(北
条
委
員
畏
)

か
ら
、
「
一
切
の
小
ブ
ル
諸
潮
疏
の
脱

落
の
中
、
唯
一
全
学
連
が
、
北
熊
本
派

兵
岨
止
闘
争
を
闘
い
抜
き
、
ヲご
の
上
に

立
っ
て
、
八
・
四
か
ら
始
ま
っ
た
戦
車

搬
出
入
実
刀
陽
止
闘
争
を
闘
い
抜
い
て

き
た
、
米
中
・米
ソ
・日
中
会
訟
と
い
う

新
た
な
国
際
情
勢
は
、
反
革
命
階
紋
同

盟
の
再
編
強
化
で
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
反

革
命
戦
争
の
強
化
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
革

命
の
絞
殺
を
突
破
せ
ん
と
闘
い
抜
く

ベ
ト
ナ
ム
人
民
に
直
接
連
帯
し
た
闘
い

と
し
て
闘
い
抜
い
て
き
て
い
る
.
今
秋

期
10
・4
聞
'
己
戦
闘
的
青
牙
労
働
者

。
沖
縄
。
ベ
ト
ナ
ム
人
民
と
運
帯
し
、

峡
府
打
倒
を
か
か
げ
、
ゼ
不
ス
ト
で
闘

い
抜
ζ
つ
」
と
発

な
決
意
の
表
明
と

連
帯
の
ア
ピ
ー
ル
が
行
な
わ
れ
た
。

ン
ユ
ブ
レ
ヒ
コ
ー
ル
と
イ
ン
タ
r
を

歌
っ
た
徴
、
集
会
を
終
了
し
、
九
時
半

前
に
、
基
地
正
門
グ
ー
ト
前
ま
で
の
デ

モ
に
移
っ
た
。

全
週
を
先
頭
に
し
た
デ
モ
の
隊
列
は

9・2相 摂原で総決起纂会を貫徹する労働者 ・学鑑

ほ
と
ん
ど
督
ヘ
ル
メ
ン
ト
を
か
ぷ
り
沿

道
い
っ
ぱ
い
の
群
衆
の
拍
手
を
受
け
な

が
ら
「補
給
廠
解
体
、
撮
出
阻
止
」
の

か
け
声
と
と
も
に
、
戦
闘
的
な
熱
気
に

あ
ふ
れ
た
ジ
グ
ザ
グ
デ
モ
を
駅
蟹
いで

紳
け
た
。

駅
前
ま
で
デ
モ
の
隊
列
が
到
砦
し
た

と
き
機
動
隊
が
暴
力
的
に
規
制
に
入

り
、
反
戦
・
全
学
連
の
デ
モ
指
撮
を
し

て
い
た
二
人
を
不
当
逮
補
レ
発

二
の
後
、
デ
モ
隊
は
、
機
動
隊
の
サ

ン
ド
イ
ン
チ
規
制
を
受
け
、
隊
列
に
暴

力
テ
ロ
・
リ
ン
チ
が
繰
り
返
え
さ
れ
た

が
ひ
る
む
こ
と
な
く
、
隊
列
は
、
禰
給

厭
人
口
交
差
墨
"で
、
進
ん
だ
。

ゲ
ー
ト
前
交
差
点
に
は
、
デ
モ
隊
の

到
看
を
持
ち
う
け
た
、
近
辺
の
工
場
労

働
者
を
中
心
と
す
る
四
千
人
を
超
す
群

衆
が
集
ま
り
、
デ
モ
隊
に
声
援
を
送

り
、
樵
勤
隊
か
え
れ
の
嘔
和
が
各
所
で

上
が
る
中
、
投
石
や
機
動
隊
と
の
衝
突

が
始
ま
る
。

橿
妨
隊
の
隊
列
が
乱
れ
た
と
き
、
デ

モ
隊
の
後
部
に
位
置
し
た
全
掌
連
・
反

戦
の
部
隊
は
、
規
制
の
機
勧
隊
の
壁
を

破
り
、
呼
応
し
て
激
し
く
投
石
す
る
群

衆
と
と
も
に
、
旗
竿
部
隊
の
突
撃
に
ょ

っ
て
、
一
拠
に
ゲ
ー
ト
前
通
り
を
制
圧

し
て
い
っ
た
。

機
動
隊
の
激
し
い
、
棚
と
誓
棒
の
乱

打
の
弾
圧
に
よ
る
多
数
の
ケ
ガ
人
を
出

し
な
が
ら
も
、
投
石
と
旗
竿
の
突
撃
に

よ
っ
て
、機
動
隊
を
圧
し
、交
差
点
の
外

に
邊
い
出
し
、
そ
の
後
の
機
動
隊
の
繰

り
返
し
の
突
畢
を
粉
砕
し
て
完
全
に
ゲ

ー
ト
前
付
近
を
罰
圧
し
た
。

棲
動
隊
は
、
二
千
人
あ
ま
り
に
急
拠

増
援
さ
れ
て
、
放
水
軍
を
先
頭
に
制
圧

に
か
か
る
が
、
一
歩
も
ひ
か
ぬ
膏
ヘ

ル
突
畢
隊
を
先
頭
と
す
る
大
群
衆
を
ま

誉
込
ん
彊
総
力
の
突
畢
の
前
に
、
そ
の

た
び
に
隊
列
を
乱
し
後
退
し
、
逃
げ
お

く
れ
た
隊
員
が
、
鉄
槌
を
加
え
ら
れ

る
。そ

の
聞
、
交
差
点
で
す
わ
り
込
ん
で

い
た
労
組
耶
隊
も
、
ま
わ
り
遵
を
し

て
、
ゲ
ー
ト
横
か
ら
命
流
し
て
突
撃
に

加
わ
り
、
機
勤
隊
を
、
対
時
関
係
を
保

つ
の
に
せ
い
い
っぱ
い
に
遣
い
込
む
。

そ
し
て
、
ゲ
ー
ト
前
を
制
圧
し
た
ま

ま
集
会
が
開
か
れ
最
後
ま
で
機
動
隊
の

介
入
を
許
さ
ず
貫
徹
さ
れ
て
い
っ
た
。

舳

よ
た
こ
の
中
で
、
闘
わ
な
い
翼

始

「
整
撃
と
」
座
り
込
ん
で
い
た
日
共
系

の
現
闘
本
部
が
、
怒
っ
た
大
衆
に
よ
っ

て
バ
ラ
バ
ラ
に
破
壌
さ
れ
た
。

な
お
こ
の
日
の
不
当
逮
補
者
は
こ
+

名
に
お
よ
ん
だ
。

相
模
補
給
廠
を
め
ぐ
る
闘
い
は
、
ニ

ド

う
し
て
、
ペ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
シ
ナ
、

沖
縄
を
緬
ん
だ
、
国
際
的
な
支
配
階
級

と
の
激
突
の
大
焦
点
と
し
て
十
四
日
以

降
の
「
合
法
」
的
戦
軍
搬
出
が
予
想
さ

れ
る
申
、
ま
す
ま
す
に
つ
ま
ろ
う
と
し

て
お
り
、
戦
闘
的
労
働
者
を
階
級
的
主

軸
と
す
る
広
大
な
反
帝
潮
済
の
共
同
戦

線
の
形
成
を
背
後
に
、
労
掌
共
闘
に
よ

る
臨
戦
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

ぺ
た
。
し
か
し
、
検
事
は
「
訴
訟
の
産

行
に
協
力
す
る
た
め
に
全
鑑
定
を
証
錫

と
し
て
採
用
す
る
こ
と
に
は
同
意
す

、し

r

ー
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る
」
と
述
べ
、
鑑
定
欝
の
祉
拠
能
刀
を

否
疋
し
て
お
き
な
が
ら
、
採
用
に
岡
意

す
る
と
い
う
ま
っ
た
く
矛
層
し
た
見
解

を
ホ
し
た
。

弁
護
団
は
検
事
の
見
解
の
矛
眉
を
つ

く
と
と
も
に
、
全
鑑
定
人
の
証
人
調
べ

を
申
謝
し
た
。
し
か
し
、
検
事
は
こ
れ

に
不
同
意
の
悪
疎
表
示
を
行
な
い
、
井

岐
は
な
ん
の
見
解
も
示
さ
ず
、
「検
訂

す
る
　と
答
え
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

続
い
て
公
判
は
石
川
君
に
対
す
る
検

事
尋
問
に
拶
っ
た
。

石
川
君
は
終
始
、
力
強
い
証
冨
を
行

な
い
、
検
事
の
脅
遣
、
勝
導
尋
間
に
幻

し
て
は
傍
聴
団
と
】
体
と
な
っ
て
抗
議

し
、
は
ね
つ
け
る
な
ど
、
力
強
い
闘
い

を
展
開
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
井
硬

は
傍
聰
団
の
先
頭
で
闘
っ
て
い
た
同
盟

を
展
開

ノ

法
廷
内
と
呼
応
し
三
千
人
が
結
集

最
初
に
部
落
解
放
周
盟
申
央
執
行
委

員
を
代
表
し
て
上
杉
書
記
長
か
ら
八
月

公
判
闘
箏
の
も
つ
重
要
な
意
味
と
決
意

が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

「狭
山
差
別
裁
判
を
取
り
消
さ
せ
無

実
の
石
川
君
を
取
り
も
ど
す
闘
い
は
今

翼
大
な
局
面
を
迎
え
た
。

わ
れ
わ
れ
が
七
月
に
提
出
し
た
六
つ

の
鑑
足
書
の
採
用
と
証
人
の
尋
間
を
井

波
裁
判
長
に
要
求
す
る
。
百
万
人
署
名

を
集
め
き
っ
た
わ
れ
わ
つ
の
力
、
そ
し

て
国
民
の
声
を
背
量
に
わ
れ
わ
れ
の
提

出
し
た
新
証
拠
を
井
波
裁
判
長
に
ぶ
っ

つ
け
て
い
く
。
本
日
の
闘
い
は
解
放
同

盟
中
央
の
指
導
の
下
に
強
固
な
統
「
と

団
結
で
も
っ
て
闘
っ
て
欲
し
い
」
。

続
い
て
当
日
の
公
判
に
傍
聰
人
と
し

て
来
ら
れ
た
石
川
氏
の
御
両
親
が
司
会

者
か
ら
紹
介
さ
れ
、
結
集
し
た
人
々
か

ら
刀
強
い
激
励
の
拍
手
が
送
ら
れ
た
後

十
時
開
廷
予
定
の
法
廷
へ
高
裁
の
廊
下

を
通
っ
て
入
廷
ず
る
石
川
氏
を
激
励
す

る
大
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
が
行
な
わ
れ

た
。億

聴
団
選
出
(京
大
実
行
委
よ
り
}

名
参
加
)
の
後
、
傍
聴
団
を
代
衰
し
て

野
本
中
執
か
ら
「狭
山
闘
争
は
「
つ
の

局
面
を
迎
え
た
。
勝
利
の
決
意
を
固
め

て
衝
聴
に
入
る
。
外
か
ら
の
支
援
を
頼

む
」
と
の
決
意
表
明
が
あ
っ
た
。

小
公
園
に
結
集
し
た
全
員
で
傍
聴
団

を
送
り
出
し
た
後
、
各
都
府
県
連
、
支

援
団
体
の
闘
争
報
告
が
行
な
わ
れ
た
。

最
初
に
解
放
同
盟
関
菓
プ
ロ
ノ
ク
の

各
都
県
連
が
ら
の
発
書
で
始
ま
り
、
埼

玉
県
連
を
代
衰
し
て
県
連
膏
年
部
か
ら

「申
央
の
提
起
さ
れ
た
百
万
人
署
名
の

「
環
と
し
て
わ
れ
わ
れ
埼
玉
県
遮
は
青

年
の
力
を
中
心
に
四
万
人
の
署
名
を
集

め
た
。
本
日
の
公
判
闘
争
に
は
}
二
〇

名
程
参
加
し
て
い
る
。
無
笑
の
兄
弟
石

川
を
取
り
戻
す
た
め
、
本
日
の
公
判
闘

争
で
得
る
物
を
部
落
へ
も
っ
て
帰
り
、

差
別
裁
判
糾
弾
の
闘
い
を
さ
ら
に
押
し

拡
げ
る
」
と
の
決
意
表
明
が
あ
っ
た
。

策
京
都
連
の
発
言
に
続
い
て
、
群
馬

県
連
か
ら
は
「
差
別
裁
判
取
り
消
し
の

闘
い
は
全
国
の
兄
弟
の
結
合
の
も
と
で

始
め
て
勝
利
で
き
る
。
八
月
十
五
日
に

川
越
で
行
な
わ
れ
た
井
波
の
出
張
簿
間

は
、
傍
聴
人
を
認
め
な
い
密
室
裁
判
で

あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
裁
判
に
対
す

る
軌
議
行
動
を
干
名
の
国
家
棍
カ
ー
機

動
隊
の
弾
圧
に
屈
せ
ず
闘
い
抜
い
た
」

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

発
言
は
中
6
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
と
続
き

鳥
取
県
連
か
ら
は
コ
ニ
万
人
の
在
県
兄

弟
と
共
に
行
動
隊
を
先
頭
に
兄
弟
石
川

の
無
笑
を
訴
え
続
け
た
。
公
判
闘
争
の

報
告
を
行
な
う
申
か
ら
山
陰
の
未
組
織

部
落
の
組
織
化
を
さ
ら
に
進
め
た
い
」

瑛

意
男
萌
が
あ
っ
た
。

・

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
発
言
へ
と
移
っ
て

京
都
府
逗
か
ら
は
、
八
月
=
ハ日
よ
り

三
日
聞
迦
州
福
岡
で
行
な
わ
れ
た
部
落

解
放
全
国
奨
掌
生
集
会
の
成
果
が
報
告

さ
れ
、
そ
の
申
で
「奪
還
・
糾
弾
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
正
し
く
な
い
ρ
取
り
消
し

・
釈
放
の
ス
ロ
τ
ガ
ン
の
正
し
さ
を

『
狭
山
差
別
裁
判
を
い
か
に
闘
う
か
』

を
学
習
す
る
中
で
知
っ
た
。
狭
山
閥
争

は
戴
判
で
勝
つ
事
し
か
な
い
」
と
い
う

主
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

和
歌
山
県
遮
に
続
い
て
大
阪
府
連
は

加
島
子
供
会
が
代
表
し
て
発
言
し
「本

日
の
公
判
に
十
四
名
の
勤
員
で
参
加
し

た
。
僕
達
の
目
標
は
学
校
に
部
落
研
を

つ
く
り
、
み
ん
な
の
力
で
石
川
さ
ん
を

取
り
も
ど
す
こ
と
だ
一と
訴
え
た
。

奈
良
県
連
か
ら
は
「狭
山
闘
争
に
お

け
る
わ
れ
わ
れ
の
基
本
路
腺
は
糾
弾
・

奪
還
で
あ
る
。取
り
消
し
・釈
放
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
手
段
で
し
か
な
い
」
と

の
発
言
が
あ
り
、
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
、

若
干
の
議
論
が
か
わ
さ
れ
た
。

九
州
プ
ロ
ノ
ク
の
福
岡
県
連
の
発
齊

を
終
っ
て
各
支
援
団
体
の
発
書
に
移
り

全
国
部
落
研
連
合
の
後
全
都
神
奈
川

狭
山
蓋
別
裁
判
糾
弾
共
闘
会
繕
か
ら

は
「
五
・
「五
沖
縄
返
還
を
軸
に
し
た

日
帝
ブ
ル
ゾ
ヨ
ア
ジ
ー
の
新
た
な
国
民

統
合
の
幽
で
部
蓬
罠別
は
法
制
的
に
も

固
冠
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
日
帝

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
期
待
を
「身
に
曹

負
っ
て
い
る
井
波
の
九
月
結
審
・
十
一

局
死
刑
判
決
策
動
を
許
さ
ず
、
各
弾
圧

機
闘
、
地
域
管
理
体
制
解
体
を
も
見
据

え
て
朋
日
(
二
十
七
日
)
、
東
拘
包
囲

糾
弾
闘
頓
を
展
開
す
る
」
と
小
公
園
に

締
集
し
た
人
々
に
参
加
を
要
躍
す
る
ア

ビ
ー
ル
が
行
な
わ
れ
た
。

婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
、
全
国
支
持
共
闘

会
議
の
発
菖
を
終
え
、
公
園
内
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
移
り
終
始
、
戦

闘
的
に
貫
徹
さ
れ
.九
月
結
審
粉
砕
・十

」月
死
刑
判
決
阻
止
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
は
策
京
高
裁
「
帯
を
揺
が
し
た
。

各
都
府
県
連
、
支
援
団
体
は
再
度
小

公
園
に
結
集
し
午
前
中
の
公
判
の
軽
告

を
青
木
・
山
上
の
両
弁
護
人
か
ら
受
け

た
。山

上
弁
護
人
は
「
コ
ン
樺
を
押
収
し

た
高
橋
乙
藤
証
人
は
、
『
自
分
は
コ
ン

棒
が
事
件
に
関
係
あ
る
物
で
あ
る
と

サ

思
い
押
収
し
た
』
と
証
言
し
、
コ
ン

揮
が
事
件
に
全
く
関
係
な
い
と
い
わ
せ

よ
う
と
レ
た
井
波
裁
判
長
の
策
動
は
ま

た
も
破
産
し
た
。
わ
れ
わ
れ
が
提
出
し

た
六
つ
の
新
鑑
尼
書
を
め
ぐ
っ
て
明
ら

か
に
井
渡
戴
判
長
そ
し
て
検
事
は
動
揺

し
て
い
る
。
石
川
琶
ヰ
を
必
ず
取
り
返

そ
つ
」
と
述
べ
た
。

こ
の
コ
ン
概
は
新
し
く
提
出
さ
れ
た

鑑
定
書
に
よ
れ
は
、
中
田
葺
枝
さ
ん
の

死
体
の
わ
き
に
あ
っ
た
玉
石
と
関
係
が

あ
り
、
真
犯
人
は
狭
山
地
方
の
埋
葬
の

風
習
に
従
っ
て
死
体
を
埋
め
た
事
が
わ

か
り
、
石
川
氏
の
「
自
白
」
が
全
く
デ

タ
ラ
メ
で
強
制
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

石
川
氏
の
無
実
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

午
後
の
公
判
闘
争
は
「
時
か
ら
「
差

裁
判
打
ち
砕
こ
う
」
ン
ユ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
で
始
ま
り
、
午
前
中
に
引
き
続
い

て
各
支
援
団
体
の
発
暫
が
続
け
ら
れ

た
。鞘

習
は
都
職
労
渋
谷
文
部
、
全
都
高

校
生
部
落
研
連
帯
、
沖
縄
青
年
委
員
会

全
逓
埼
玉
と
続
き
、
全
都
労
働
看
部
落

研
か
ら
は
芝
浦
購
殺
場
で
の
闘
い
の
鞭

宙
が
「
一
局
数
干
円
の
低
賃
金
で
部
落

民
は
雇
わ
れ
て
い
る
。
民
聞
委
託
廃
止

合
理
化
の
中
で
差
別
は
利
用
さ
れ
、
わ

れ
わ
れ
は
反
合
理
化
闘
争
と
共
に
部
落

解
放
の
闘
い
を
始
め
、
本
日
の
公
判
闘

争
に
参
加
し
た
」
と
述
ぺ
ら
れ
た
」

続
い
て
京
大
狭
山
逆
別
裁
判
公
判
闘

争
実
行
委
か
ら
は
蕎

委
の
形
成
過
程

が
述
べ
ら
れ
た
後
「教
育
笑
習
生
に
配

布
さ
れ
た
差
別
文
齋
を
め
ぐ
っ
て
教
育

学
部
を
邊
及
す
る
申
、
帝
国
主
義
大
学

の
差
別
性
を
わ
れ
わ
れ
は
暴
露
し
た
」

と
の
現
在
京
大
に
お
け
る
闘
い
の
報
告

が
な
嚢

た
。

全
埼
玉
糾
弾
共
闘
会
議
準
備
会
の
発

言
で
支
援
団
体
の
発
琶
を
終
り
、
法
廷

内
の
石
川
氏
を
励
ま
す
大
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
の
後
、
差
別
裁
判
打
ち
砕
こ
う

解
放
歌
、
イ
ン
タ
ー
等
を
全
員
恩
合
唱

し
た
後
、
再
度
公
園
内
の
デ
モ
に
移
っ

て
い
っ
た
。

午
後
の
公
判
が
終
わ
る
の
を
待
っ
て

公
図
内
の
部
隊
は
再
度
小
公
園
に
結
集

し
午
後
の
公
判
報
告
を
待
っ
た
。

午
後
の
公
判
報
告
の
劇
に
法
廷
か
ら

石
川
氏
が
寄
せ
た
メ
ッ
セ
ー
ン
を
、
石

川
氏
の
塑
兀
狭
山
柏
原
の
代
衰
が
全
文

を
よ
み
上
げ
た
。

「
自
分
の
隣
り
の
夢
の
人
々
が
簡
単

に
処
冊
さ
れ
現
行
法
の
矛
眉
を
膨
じ

る
。
乱
し
か
し
、
私
は
解
放
周
盟
の
皆

さ
ん
の
支
援
と
自
分
の
不
屈
の
闘
志

で
、
国
家
権
力
-
東
京
拘
置
所
か
ら
目

由
に
な
っ
て
皆
様
の
も
と
へ
帰
る
の
も

澗
近
で
あ
る
と
思
う
。
明
日
を
幌
じ
て

が
ん
ば
り
ま
す
」
と
い
う
主
旨
の
石
川

氏
の
メ
ノ
セ
ー
ジ
は
闘
争
審
加
者
の
大

拍
手
を
呼
び
お
こ
し
た
。

三
時
半
頃
午
後
の
公
判
は
終
了
し
、

佐
女
木
弁
護
士
が
、
公
判
の
総
括
的
親

告
を
行
な
っ
た
。

コ
ハ
つ
の
新
鑑
足
書
は
石
川
無
罪
を

科
学
的
に
立
証
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
嚢

判
所
が
採
用
す
る
か
ど
う
か
が

山
場
で
あ
る
。
検
寮
側
は
死
体
借
定
に

つ
い
て
同
意
し
た
の
み
で
残
り
の
五
つ

は
返
答
が
な
い
。
二
†
兀
日
の
公
判
は

重
天
な
局
面
で
あ
る
。
一
致
団
結
し
て

野
本
中
執
を
不
当
に
も
退
廷
さ
せ
た
。

こ
の
邊
廷
命
令
は
、
七
月
公
判
で
の
朝

田
委
員
長
へ
の
退
廷
面
令
に
つ
づ
く
も

の
で
、
鋳
聰
団
の
闘
い
に
恐
緬
曹
る
井

置
の
反
動
的
な
姿
を
示
す
も
の
で
あ
っ

た
。石

川
君
の
趾
署
内
容
は
、
脅
遍
状
を

便
っ
て
文
早
の
練
習
を
強
制
さ
せ
ら
れ

た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
誘
導
尋

問
を
も
O
て
な
ん
と
か
「目
目
」
を
裏

付
け
よ
う
と
す
る
検
覇
の
意
図
を
打
ち

砕
く
も
の
で
あ
っ
た
。

コ

同
日
の
公
判
は
以
上
で
終
了
し
、
九

月
公
判
は
、
六
つ
の
鑑
定
暫
に
対
す
る

井
波
の
見
解
表
明
を
む
匁

最
大
の

山
場
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
.

;

騒

勝
利
し
よ
う
」
と
訴
え
た
.

最
後
に
潮
田
委
員
長
が
「新
鑑
足
書

提
出
は
井
疲
戴
判
長
を
追
い
つ
め
て
い

る
。
団
絶
の
力
で
必
ら
ず
勝
利
し
よ

う
」
と
力
強
く
訴
え
た
。

蟄
別
戴
判
打
ち
砕
こ
ら
、
醤

歌
の

合
唱
の
後
、
高
戴
に
向
け
て
の
大
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
全
員
で
行
な
い
、
最

後
に
米
田
統
制
委
員
畏
の
掬
蓬
で
「
団

へ

結
、
頑
張
る
つ
」
を
三
嘔
し
て
、
二
十

六
日
の
公
判
闘
争
は
全
日
程
を
終
え

た
。

広
辞
苑
に
よ
れ

国
ぱ
、
β
幻
夢

と

は
「現
実
に
な
い

こ
と
を
あ
る
壱

に
撃

る
想
念
。

と
り
と
め
な
い
想
像
」
だ
そ
う
で
あ

る
.
四
年
に
一
度
の
平
和
と
友
好
の

幻
想
の
祭
典
は
、
ア
ラ
プ
ゲ
リ
ラ
に

よ
る
イ
ス
ラ
ー
ル
選
手
団
宿
會
占

拠
、
そ
し
て
人
質
全
員
の
死
亡
と
い

う
一連
の
事
件
に
よ
っ
て
、
改
め
て

現
実
の
瑳

を
思
い
知
ら
せ
た
▼
現

実
は
璽
い
.
田
口
、
青
木
両
選
手
が

〃水
泳
日
本
改
造
∬
の
明
贈
を
贈
け

て
力
泳
し
て
い
た
に
し
て
も
、
廠
国

主
義
者
に
よ
る
殺
晋
の
急
喰
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
人
が
い
る
.
一片
の
パ

ン
に
飢
え
て
い
る
子
供
が
い
る
。
鉄

格
子
の
中
に
不
当
驚
票
さ
れ
て
い
る

仲
聞
が
い
る

ウ
現
笑
が
曹
痛
に

潤
ち
て
い
れ
は
い
る
ほ
ど
「
人
々
は

「
平
和
」に
対
し
て
憧
れ
を
い
だ
く
。

そ
の
憶
れ
が
糧
力
、
マ
ス
コ
ミ
の
手

ゴ

に
よ
っ
て
榛
作
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ

ど
、
平
和
と
い
う
言
葉
の
申
身
は
現

実
を
避
薩
し
た
虚
ろ
な
も
の
に
な
っ

て
ゆ
く
.
連
旦
7
ル
新
を
か
ざ
る

〃ミ
ュ
ン
ヘ
ン
発
"
の
大
見
出
し
、

「君
が
代
」
に
感
勘
ず
る
人
々
そ
の

塵
に
は
ほ
く
そ
焚
ん
で
い
る
や
つ
等

の
目
が
光
っ
て
い
る
▼
「
戦
争
は
ゲ

聖
ム
で
あ
歪

こ
う
智
,
た
ど
こ
か

の
国
の
元
着
が
い
た
が
、
そ
の
ゲ
ー

ム
と
誕
わ
り
な
い
ほ
ど
民
族
主
嚢
的

で
、
に
も
か
わ
ら
ず
「民
辰
と
主
義

の
溝
い
を
超
越
し
て
」
行
な
わ
れ
る

近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
我
々
は
こ
の

〃近
代
ρ
を
の
り
超
え
、
総
て
の
人

々
に
真
の
平
和
と
及
好
を
も
奪

べ
く
翌

せ
ね
は
な
ら
な
い
ー(

鴫
)

ρ.

、・

、

'

`

.
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一九
二
三
の
年
関
東
大
婆
災
よ
り
四
卜
九
年
目
に
あ
た
る
ん
月
一
日
、
朝
鮮
人
・
中
国
人
そ
し
て
先
進
的
労
働
者
の
虐
殺
に
筑
議
す
る
と
と
も
に

防
災
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
も
っ
て
の
防
災
訓
練
ー
反
吊
命
治
を
体
制
の
強
化
、
そ
し
て
今
秋
国
倉
に
ヒ
呈
さ
れ
ん
と
し
て
い
る
西
入
国
法
案
、
外
国

人
彪
校
法
案
の
阻
止
に
定
け
た
闘
い
が
、
全
国
各
地
で
展
開
さ
れ
た
。
ハ九
無
と
り
わ
け
七
1
釘
七
・
七
築
会
冤
㎡
闘
に
よ
O
"診
別
一夢
閏
ぜ
を

一
つ
の
転
換
窟
と
し
て
全
国
的
に
闘
わ
れ
た
人
管
闘
争
が
、
昨
春
の
階
級
戦
線
の
路
練
的
分
岐
以
降
、
総
体
と
し
て
は
】
定
の
混
述
状
況
に
め

り
、
そ
れ
巷
突
破
唱
る
闘
い
と
し
て
、
九
・
一
闘
争
は
展
鵬
さ
れ
た
、

今
秋
の
入
管
二
法
上
呈
胆
止
闘
蚕
を
は
じ
め
、
日
本
労
働
者
運
助
の
歴
更
的
反
省
を
ふ
蓼
汎
、
}で
の
限
界
性
を
突
破
し
て
ゆ
く
も
の
と
し
て
、
入

管
闘
争
の
全
国
的
か
つ
陪
級
的
な
璽
開
が
輝
溺
さ
れ
て
い
る
、

労
働
者
運
動
と
し
て
の
入
管
闘
争

へ

九
月
}
日
、
尽
偲
勤
労
会
餌
に
お

い
て
、
「
9
・
1
闘
果
大
媛
災
49
周

年
、朝
畔
人
。
中
岡
人
纏
殺
繋

、
渇
人

園
法
巴↑
1
外
国
人
学
授
法
寮
剛畏
潤
上

里
附
止
▼八
簿
体
制
粉
鱒
関
闘
集
ムε
築

行
雲
員
会
の
主
催
の
反
入
貿
集
会
が
約

臼
致
+
名
を
繕
集
し
て
も
た
れ
た
。

起
後
七
駈
よ
り
、
突
行
婆
員
会
の
一

翼
を
相
7つ
社
爵
同
状
都
地
本
代
黄
よ
り

8
月
虹
日
の
溢

の
地
震
を
利
用
し

た
助
災
訓
綱
ヰ
ヤ
ン
ベ
ー
ン
の
反
労
働

者
ー
反
人
民
性
を
暴
露
し
、
49
年
前
の

大
焼
澱
へ
の
階
級
的
反
省
を
・¢
、え
入

構
二
決
粉
砕
闇
葺
へ
の
と
り
く
み
に
わ

け
た
開
会
良
凸
が
行
な
わ
れ
、
一
分
聞

の
抗
凝
の
黙
祷
を
も
っ
て
集
会
が
始
め

ら
れ
た
。

特
別
あ
い
さ
つ
・
ア
ビ
ー
ル
が
ま
ず

付
な
わ
れ
某
在
日
ア
ジ
ア
人
酊
年
親

戯
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
づ
き
、

京
都
大
掌
ア
ジ
ア
研
究
会

へ準
)
よ
り

の
あ
い
さ
つ
が
行
な
わ
れ
た
。
ア
ジ
ア

莇
の
あ
い
さ
つ
は
、
政
府
自
民
覚
」
よ

プ
ロ
統
派
を
中
心
に
集
会
開
く

る
、
三
血
に
わ
た
る
堺
行
入
管
令
の
さ

ら
冠
る
改
悪
と
し
て
の
「
入
国
仏
」
曳

暴
と
、
そ
れ
を
纏
対
堰

止
す
る
闘
い

の
現
局
面
、
特
に
日
本
人
労
鱒
者
ー

学
等
の
闘
い
の
盟
ち
お
く
れ
と
り
わ
け

「⑳
ヰ
7
・
7
華
藝

醤
」
「晃

-
一
.M
了
16
「
日
隠
燐
、的
地
位
協
定
」

を
も
,
て
の
「
脚
厨
轄
」
強
要
反
対
闘

争
」
以
庫
の
不
充
分
弛
を
一歩
一
歩
ふ

み
こ
え
ん
と
ダ
る
闘
い
が
部
分
的
で
は

あ
れ
大
阪
-

菓
京
に
お
い
て
地
勘
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
闘
い
に
呼
恥
し
ピ
り

組
織
労
鋤
者
の
闘
い
と
し
て
「本
工
遣

合
削
な
利
勘
一
を
趣
え
て
い
く

動
と

し
て
、
49
年
削
の
輿
京
南
葛
講

会
な

ど
の
窒

的
闘
い
を
詳
価
し
さ
ら
に

「
先
艇
」
と
し
て
終
ら
ぜ
る
こ
と
を
越

几
だ
、
庁
劉
的
多
敗
の
労
働
壱
ー
唯
鼠

-
学
生
ー
市
艮
の
蕩

と
し
て
の
反
入

智
闘
争
を
よ
蒙

け
た
。

紳
い
こ
、
在
日
ア
ノ
ア
人
一
膏
年
か

ら
の
"連
滞
4
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

「
日
本
人
が
、
関
巣
大
震
災
49
周
葺
乱

議
集
会
を
行
な
つ
転
昧
は
何
か
。
私
た

ち
は
子
灰
の
時
か
ら
、
日
本
品
的
な
発

音
、
濁
脅
が
発
旨
で
き
る
さ
つ
に
と
、

7

1

`

■ ■ ■置■ ■ ■ ■

 

圃

父
母
か
ら
い
わ
れ
て
胃
っ
て
窄
た
。
君

た
ち
は
ζ
つ
生
實
て
霊
～
の
か
。
」
と

す
.勾ど
い
毘
起
を
行
な
」
た
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「65
年
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「
韓
」
日
訟
く砿ー
「韓
」
日
条
約
反
対

闘
争
を
日
本
に
お
い
て
く
.沁
分
だ
ζ
は

い
ん
先
血
的
に
闘
い
、
そ
の
錘
民
の
後

経
首
の
石
い
久
人
達
が
こ
の
場
に
繕
築

し
⊂
い
る
こ
と
を
畿
躍
し
あ
い
さ
つ
を

送
り
た
い
。
特
に
学
生
の
話
君
に
あ
つ

て
は
、
日
本
の
公
故
濟
体
楽
が
差
別
選

別
。
同
化
分
断
教
葺
と
し
て
の
傾
向
を

沁
っ
て
お
り
、
そ
つ
い
った
自
己
の
生

匹
-

肖
生
産
、
消
賃
遺
梶
に
お
け
る

仰
比
を
同
題
に
し
、
自
ら
の
⊥
店
、
生

き
ざ
ま
を
留

に
し
、
そ
れ
ら
¢
d
っ

さ
げ
切
っ
て
の
闘
い
で
し
か
入
管
俸
制

に
対
す
る
闘
い
は
な
い
の
で
は
な
い

か
、
ま
た
、
組
織
労
働
毒
に
あ
っ
⊂

は
、
「
兀
二
三
年
の
大
虐
没
の
帝
国
王

嚢
畜
-
頃
部
の
外
に
、
大
量
の
ト
か
ら

の
フ
ァ
シ
ズ
ム
こ
し
て
の
目
警
山
の
中

ー

r

暴

に
、
埼
上
県
本
床
の
例
に
み
る
ま
で
も

な
く
、
54
年
前
の
栄
騒
動
の
担
い
手
と

出
身
階
層
を
同
じ
く
す
る
郎
分
が
圧
倒

的
な
割
合
を
占
め
た
こ
と
に
対
す
る
、

「組
織
労
働
者
」
の
活
朝
の
反
省
」
を

も
と
め
た
。
さ
b
に
「
伝
聞
で
は
あ
る

が
四
月
京
大
に
お
い
て
「部
落
解
放
同

盟
の
指
導
を
う
け
て
い
る
と
實
っ
て
い

た
糾
蝉
闘
争
」
の
中
で
、
解
放
同
盟
と

無
関
係
の
人
女
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
在

日
ア
ジ
ア
人
女
性
に
対
す
る
強
圧
的
行

為
が
日
本
人
か
ら
な
さ
れ
よ
う
と
し
た

こ
と
を
漂
く
悲
し
み
、
一切
の
の
っ
か

か
り
主
義
、
利
用
主
義
を
排
し
、
ま
た

緒
君
た
ち
に
そ
の
傾
向
が
あ
る
な
ら
は

糾
弾
沽
甥
を
も
付
な
っ
て
ゆ
く
、
子
う

い
っ
た
申
か
ら
共
に
闘
か
っ
て
い
こ

う
。
」
と
し
め
く
く
ら
れ
た
。

続
い
て
、
社
会
主
義
肖
年
同
盟
甲
央

本
部
よ
り
の
、
多
胃
的
平
和
共
存
の
由

で
、
け
づ
り
お
と
さ
れ
ん
と
す
る
ベ
ト

ナ
ム
人
民
の
闘
い
を
と
ら
え
切
り
、
日

本
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
圧
倒
的
闘

い
を
構
築
し
て
ゆ
く
と
の
ア
ノ
ビ
ー
ル

が
あ
っ
た
。

午
後
八
時
す
ぎ
に
玄
場
は
測
員
に
な

り
、
熱
気
の
こ
も
う
た
契
行
委
員
会
よ

り
の
基
調
報
告
に
入
っ
て
い
っ
た
。

基
調
馨

の
要
旨
は
択
の
と
お
り
で

1

日
朝
中
人
民

の
"連
帯

"
へ
む
け
て

九
月
一
日
午
後
入
時
米
よ
り
、
大
阪

府
立
労
璽
凋館
に
お
い
て
、
「闘
東
大

震
災
49
周
年
、
在
日
朝
鮮
人
・
中
国
人

虐
殺
弾
劾
/
9
・
1
徐
さ
ん
等
穣
関
西

怨
買」
が
、
徐
さ
ん
支
援
閥
西
連
絡
会

議
(関
西
徐
諺

の
主
催
で
行
な
わ

れ
た
。

昨
年
来
の
徐
さ
ん
壷
援
闘
争
を
、
関

西
徐
支
連
に
繕
集
し
て
闘
っ
て
き
た
労

働
者
、
学
生
、
高
校
生
約
百
八
十
名
を

結
集
し
て
行
な
わ
れ
た
集
会
で
は
、
ま

ず
最
初
に
、
四
卜
九
年
前
の
一九
ニ
ニ

年
九
月
一
日
の
関
棄
大
震
災
に
際
し
て

徐
支
連
の
も
と
に
二
百
名
が
結
集

日
ム
冨
糠
、
竃
隊
、
自
警
団
等
に
よ
っ

て
大
量
虐
殺
さ
れ
た
在
日
朝
鮮
人
。
中

国
人
な
ど
に
全
参
加
者
が
一分
間
の
黙

萄
を
行
な
い
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
労
働
歌
合

嘔
の
後
、
関
西
徐
支
運
よ
り
基
凋
報

告
、
特
別
鰻
告
が
行
な
わ
れ
た
。

基
調
鞭
告
で
は
、
ま
ず
凝
初
に
、
震

災
ト
に
お
け
る
大
量
虐
殺
の
歴
史
的
経

過
が
、
要
旨
次
の
よ
う
に
報
告
さ
れ

た
。一九

一
ご
年
ロ
シ
ア
距
命
以
降
、
各

地
で
の
民
族
触
立
。解
放
遮
動
の
高
揚

の
な
か
で
、
凸
・
}万
歳
独
立
遡
動
、

五
・
四
運
動
と
、
日
帝
の
植
民
地
だ
配

に
抗
し
て
朝
鮮
人
民
、
中
国
人
民
の
決

趨
が
相
次
ぎ
、
日
本
国
内
で
も
、
労
働

争
凝
、
小
作
争
謡
が
激
発
し
、
労
働

者
、
農
民
の
闘
い
は
一大
画
期
を
迎
乳

て
い
た
。
そ
し
て
、
当
時
低
貴
金
の
労

働
力
と
し
て
大
量
に
移
入
さ
れ
て
い
た

在
日
朝
蝉
人
労
働
者
と
臼
本
人
労
働
者

の
共
周
の
闘
い
、
ま
た
檀
民
地
の
民
族

解
放
闘
争
と
の
縛
合
の
端
初
も
切
り
開

か
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
期

に
勃
発
し
た
関
東
大
震
災
は
、
棄
京
、

横
浜
な
ど
に
壊
滅
的
打
畢
を
与
え
、
食

國

糧
危
機
の
中
で
の
人
心
不
安
に
よ
っ

て
、
米
騒
動
な
ど
の
再
発
を
嬰
れ
た
擢

力
側
は
、
民
衆
の
ガ
先
を
を
他
に
せ
ら

そ
う
と
し
て
、
在
日
朝
鮮
人
、
中
国

人
、
社
会
主
魯
者
へ
の
弾
圧
を
決
意
し

た
。
そ
し
て
、
九
月
=
日
に
放
厳
も
を

発
布
し
各
地
に
「自
警
団
」
を
組
織

し
、
民
族
差
別
政
策
に
よ
っ
て
日
本
人

民
の
閥
に
根
深
く
形
成
さ
れ
て
い
た
民

族
的
傭
見
を
利
用
し
て
、
「朝
鮮
人
来

襲
」
な
ど
の
デ
マ
を
飛
ば
し
、
筑
隊
、

警
察
が
率
先
し
て
、
多
数
の
朝
鮮
人
、

中
国
人
を
虐
殺
し
た
の
で
あ
る
。

あ
る
。
「
一九
二
三
年
関
東
大
震
災
を

契
櫓
と
し
た
、
経
慧

慌
と
階
級
遵
動

・
民
族
解
放
闘
争
の
高
揚
を
受
け
て
、

目
本
帝
国
主
義
は
私
的
所
有
ー
治
安
絃

持
の
名
目
で
、
反
車
命
的
戒
厳
令
を
紋

き
、
夕不
還
の
輩
4
の
取
り
締
り
乙称

し
、
デ
マ
ゴ
ギ
ー
を
悪
餓
的
に
ば
ら
ま

く
中
で
六
干
名
を
理
λ
る
在
日
朝
鮮
人

・
中
国
人
。大
杉
夫
要
な
ど
の
社
会
主

義
者
の
虐
殺
を
行
な
っ
た
。
ナ
ソ
ヨ
ナ

リ
ズ
ム
の
鼓
吹
の
下
、
日
本
人
民
が
大

量
に
自
警
団
に
組
織
さ
れ
、
虐
殺
に
か

り
た
て
ら
れ
て
い
っ
た
。

ロ
ソ
ァ
軍
命
以
降
の
労
時
の
世
界
ー

ー
国
囚
情
勢
の
巌
開
を
ふ
ま
え
、
天
量

制
ポ
ナ
バ
ル
テ
ィ
ズ
ム
に
も
と
ず
く
帝

国
密
嚢
ナ
シ
コ
ナ
リ
ズ
ム
を
も
っ
て
、

階
緻
対
立
を
泌
ペ
イ
し
、
労
働
者
人
民

の
つ
の
る
不
溜
、
怒
り
を
不
断
に
、
民

族
的
対
立
に
転
化
せ
し
め
つ
つ
、
帝
国

主
義
的
対
外
奮
国
と
フ
ァ
ン
ズ
ム
に
突

畢
し
て
い
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
反
羅

の
闘
い
の
不
充
分
性
を
総
摺
し
切
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
し
、
さ
ら
に

在
日
ア
ジ
ァ
人
民
の
お
か
れ
て
い
る
歴

遊
的
-
現
在
的
状
況
に
つ
い
て
、
「日

本
帝
国
主
義
の
樒
民
地
支
配
の
績
果
と

し
て
の
経
済
状
顧
の
根
憾
的
破
壌
ー

「波
日
」
の
強
制
ー
超
匹
寅
金
労
働

監

次
に
、
　
日
本
階
級
闘
争
に
わ
け
る

日
朝
人
民
の
連
帯
に
向
け
て
」
と
し

て
、
一九
二
七
年
屈
崎
の
乾
鉄
線
争

瞬
、
一九
二
八
年
朝
鮮
荷
衣
漸
争
議
支

援
闘
争
、
一
九
二
〇
年
崖
和
田
紡
績
争

擾
が
日
朝
労
働
者
、
農
民
の
連
帯
し
た

闘
い
の
具
体
例
と
し
て
そ
の
経
過
が
頼

告
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
の
現
在
的
敦
訓
が

述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
は
、
「
階
級

性
を
内
包
オ
る
民
族
性
-
朝
鮮
民
族
の

民
族
解
放
の
闘
い
ー
抗
日
、
と
い
う
個

別
性
を
踏
え
た
上
で
の
日
本
人
労
働
者

側
か
ら
の
連
帯
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、

「
運
帯
」
は
容
易
に
利
用
へ
ζ
転
落
す

る
」
と
し
て
「明
確
に
朝
鮮
人
民
に
対

す
る
鵡
別
撤
廃
闘
争
と
し
て
闘
わ
れ
た

前
記
の
闘
争
の
発
齪
の
方
向
控
は
、
現

在
的
に
も
間
わ
れ
続
け
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
」
と
き
れ
た
。

力
と
し
て
の
∂し
づ
め
石
`
と
し
て
の

悲
惨
と
い
う
こ
と
を
正
確
に
把
え
、

日
本
人
労
働
者
階
級
が
、
現
在
的
に

ど
う
そ
の
矛
膚
を
地
道
な
、
か
つ
強
固

な
闘
い
を
驚
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

共
に
解
決
し
切
っ
て
い
く
の
か
、
深
め

て
い
か
ね
ぱ
な
う
な
い
」
と
提
起
し

た
。こ

の
後
、
集
会
は
4
・お
弾
比
対
策

本
部
か
ら
の
ア
ビ
ー
ル
を
は
さ
み
、
箆

別
と
分
断
と
闘
う
女
性
解
放
戦
纏
か
ら

「常
じ腿
史
か
ら
消
さ
れ
て
い
る
、
九

.
一
虐
殺
の
中
で
の
吉
漂
に
お
け
る
大

量
女
性
虐
殺
は
今
も
働
く
女
性
に
対
し

て
も
く
ろ
ま
れ
て
い
る
む
ぱ

　
げ
は

難
墾

動
露

え
た
闘
い
を
展
開
し
て
し
こ

ほ

う
」
と
い
う
発
ヨ
が
あ
ワ
た
。

大
阪
医
大
精
医
研
か
ら
の
保
云
処
"

粉
砕
闘
争
に
向
け
た
報
費
の
後
、
差
別

映
圖
「
楕
の
な
い
川
」
上
映
阻
止
闘
争

被
告
・
碕
浜
氏
か
ら
の
発
言
を
つ
け
て

い
っ
た
。
「在
β
沖
縄
人
と
し
ご
沖
縄

胃
年
同
斑
の
一
員
と
し
て
糞
冒
を
行
い

ー

屑

続
い
て
、
徐
さ
ん
支
援
闘
争
の
現
股

贈
が
報
告
さ
れ
、
大
阪
市
の
民
族
差
別

行
政
と
、
そ
れ
に
話
つ
く
徐
さ
ん
不
当

解
厭
に
抗
し
、
南
民
生
局
の
居
直
り
と

逃
亡
を
許
さ
ず
、
9
・
18
柳
粂
溝
事
件

41
周
年
闘
争
を
対
市
抗
議
行
動
と
し
て

闘
い
抜
く
こ
と
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

ま
た
、
民
生
局
セ
対
策
班
か
ら
は
、

逃
亡
を
続
け
る
民
生
局
畏
西
屠
を
大
衆

団
交
の
場
に
引
き
ず
り
出
す
べ
く
、
自

宅
へ
の
完
全
な
包
囲
網
を
敷
き
、
自
堵

地
城
住
民
に
対
し
て
暑
名
活
勧
を
行
な

っ
て
い
る
▼羨

報
費
さ
れ
た
。

次
に
、
鵠
別
報
告
が
行
な
わ
れ
、
そ

の
最
初
に
、
七
月
四
日
に
発
衰
さ
れ
た

朝
鮮
の
南
北
共
同
声
明
を
「
具
体
的
に

日
帝
に
打
畷
を
与
え
、
日
本
人
労
働
看

の
排
外
主
義
的
意
識
を
奉

る
条
件

を
与
え
て
く
れ
る
」
も
の
と
し
て
断
固

た
い
。
こ
れ
は
、
プ
ロ
統
派
の
内
部
集

会
で
は
な
い
。
発
書
の
中
に
、
は
た
し

て
在
日
ア
ジ
ァ
人
、
沖
縄
人
に
対
し
て

わ
か
る
さ
つ
に
発
言
さ
れ
て
い
る
の
か

ー復
ら
の
兄
弟
は
、
沖
縄
か
ら
は
じ
き

出
さ
れ
、
日
本
の
申
で
右
往
左
往
し
て

い
る
。
そ
の
申
で
騨
い
に
決
起
せ
ん
と

し
て
い
る
。
し
か
し
多
く
の
兄
弟
が
集

会
に
参
加
し
、
失
望
す
る
こ
と
は
「
発

宮
が
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
皆
さ
ん
の
還
動
は
求
派
の
這
動
と

は
明
裾
こ
区
別
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ

り
、
そ
う
い
っ
た
運
動
を
超
え
て
ゆ
か

な
く
で
ほ
な
ら
な
い
。
沖
網
髄
ほ
背
い

海
、
空
さ
λ
も
日
本
人
の
手
に
よ
っ
て

奪
い
さ
ら
れ
ん
と
し
て
い
る
の
だ
9
僕

ら
の
遡
動
は
、
生
活
・
言
巽
、
環
境
}

切
を
苅
象
化
し
て
闘
わ
ね
ば
な
ら
な
い

と
思
つ
。
実
は
そ
の
こ
と
の
欠
落
の
中

で
、
生
沽
鑓
関
係
の
中
で
の
差
別
ー

分
断
の
蓮
行
こ
.℃
大
慮
殺
の
基
盤
由
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
僕
た
"(ほ

。
琉

球
人
ぐ
ゆ
沖
縄
人
ψ
で
あ
る
こ
と
悉
萌

ら
か
に
し
.
皇
国
日
本
の
臣
民
た
る
こ

と
を
拒
合
し
た
闘
い
を
よ
り
強
固
に
麗

開
す
る
。
」
と
ア
ッ
ピ
ー
ル
さ
れ
、
続

い
て
奈
良
に
お
い
ア蔀
藩
解
放
運
動
に

た
ず
蚕
わ
っ
て
い
る
部
分
か
ら
、
狭
山

義
鍔

盟
あ
濯

面
声
、
9
月
結

害
ー

11
月
死
刑
判
決
緬
対
阻
止
に
向

け
た
決
意
表
明
と
、
奈
良
に
お
け
る

「構
の
な
い
円
」
公
判
闘
争
へ
の
締
集

が
よ
び
か
け
ら
れ
た
。

最
後
に
学
生
戦
線
を
代
表
し
全
関
西

反
帝
掌
評
連
合
か
ら
の
発
言
が
お
こ
な

わ
れ
、
鈴
年
以
降
の
反
入
管
闘
争
の
届

昔
な
総
括
と
今
秋
の
国
会
で
入
留
二
法

が
法
務
委
員
会
の
最
優
先
譲
案
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
対
し
、
反
人
民
的
攻
畢

に
対
す
る
継
対
阻
止
闘
争
と
し
て
闘
っ

て
ゆ
く
決
嵐
が
述
べ
ら
れ
た
。
十
時
半

ご
ろ
に
司
会
の
ま
と
め
と
ソ
ユ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
斉
嘔

を
も
っ
て
集
会
を
終
え
て
い
っ
た
。
そ

の
後
「
入
管
」
「部
落
」
の
分
科
会
が

そ
れ
ぞ
れ
二
十
数
名
の
結
集
を
も
っ
て

行
な
わ
桑

。
」

防
災
訓
練
の
反
人
民
性
を
暴
露

沖
共
闘
主
催
に
よ
り
闘
わ
る

一
九
月
「
日
六
時
よ
の
疎
川
公
園
に
お

ノ
い
て
「
閥
東
大
震
災
四
十
九
周
年
、
荏

日
朝
鮮
人
・
中
国
人
・
祉
会
主
義
者
虐

殺
抗
議
、
防
災
訓
線
粉
砕
、
入
管
法
。

{
入
管
体
制
粉
砕
関
粛
総
決
起
集
会
」
が

沖
共
闘
の
も
と
約
二
百
五
十
人
を
結
集

し
て
闘
わ
れ
た
。

ま
ず
最
初
に
沖
共
闘
事
務
局
の
浜
ロ

2

支
持
す
る
旨
の
ア
ピ
:
ル
が
行
な
わ
れ

た
。続

い
て
、
昨
年
来
の
用
朋
鮮
か
ら
の

哲
護
婦
見
習
径
導
入
に
対
し
て
、
奈
艮

で
「朝
鮮
人
強
制
連
行
粉
砕
」
と
し
て

闘
っ
て
い
る
こ
と
の
報
告
と
ア
ピ
;
ル

が
行
な
わ
れ
、
ま
た
、
特
別
報
告
の
最

後
に
、
尻
無
川
事
故
の
背
景
と
し
て
、

嬬
築
資
本
と
釜
ケ
崎
、
出
稼
ぎ
労
働
者

の
実
想
が
、
詳
細
な
資
料
を
駆
使
し
て

報
告
嚢

た
。

そ
し
て
、
徐
さ
ん
支
援
闘
争
を
】
貫

し
て
闘
い
、
京
都
の
国
際
学
生
の
家
か

ら
不
当
に
も
解
雇
さ
れ
た
六
五
歳
の
労

働
者
か
ら
狩
別
ア
ピ
ー
ル
が
行
な
わ
れ

た
。
そ
の
申
で
は
、
給
与
待
遇
の
確
約

を
全
く
破
棄
し
、
抗
議
に
対
し
て
ほ
全

く
不
当
な
解
雇
で
箸
え
、
破
廉
恥
に
も

「わ
れ
わ
れ
は
人
民
に
畜
仕
し
て
い
る

氏
が
、
基
駕
提
起
と
し
て
次
の
よ
う
に

述
べ
た
。
ア
ジ
ア
人
民
か
ら
の
強
撞
取

を
テ
コ
に
原
害
積
を
な
し
て
き
た
日
帝

に
対
し
、
一九
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年

代
に
か
け
て
ロ
シ
ア
革
命
の
渡
及
を
う

け
た
三
・
一
マ
ン
セ
イ
革
命
、
米
騒
動

と
い
っ
た
労
働
者
人
民
の
決
起
が
う
ち

続
い
た
。
こ
れ
に
恐
怖
し
た
擢
刀
は
関

野
8

i

戦
後
体
制
の
再
編
と
平
和
共
存

社説
三
月
三
十
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム

人
民
の
〈
七
卜
一
一年
総
攻
勢
〉
を
棋
界
的
焦

点
と
し
た
二
月
米
中
会
鼓
、
五
月
米
ソ
会

談
、
他
方
で
の
米
帝
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
反
革

命
戦
争
の
極
限
的
エ
ス
カ
レ
ー
ト
及
び
「民

と
い
う
一
運
の
事
態

筍
「平
和
共
存
」
が
現
実
に
は
、
革
命
的
労
働
書
人
民
へ
の

戒
厳
令
の
条
件
と
し
て
作
用
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
確
か
に
、
世
界
階
級
闘
争
の
段
階
的
発
展

が
こ
う
し
た
世
界
構
遣
を
生
み
だ
し
た
に
し
て
も
、
「
平
和

共
存
」
が
階
級
闘
争
の
一
形
態
。
現
在
的
姿
で
あ
る
と
ず
る

の
は
誤
り
で
あ
る
。
表
象
の
背
後
に
何
が
鵡
行
し
、
世
界

史
を
勤
か
す
力
は
何
で
あ
る
の
か
。

口

第
二
次
大
戦
直
後
の
芭
命
期
を
経
、
人
民
戦
線
・
民
族
戦

線
と
し
て
権
力
を
樹
立
し
た
東
欧
・
中
国
、
及
び
ソ
巡
に
対

し
、
帝
国
主
義
諸
国
政
府
は
、
そ
れ
ら
を
全
世
界
労
働
者
階

級
の
闘
い
の
顕
在
化
し
π
樽
力
と
し
て
、
階
級
的
自
己
意
識

を
確
立
し
た
強
力
な
国
際
反
革
命
階
級
同
盟
へ
結
束
し
、
矛

盾
の
根
源
を
「体
制
問
矛
盾
」
へ
転
化
す
る
外
槻
を
と
る
甲

で
武
力
灯
峙
し
た
。

こ
う
し
た
「
藁
西
対
立
」
と
し
て
現
象
す
る
革
命
と
反
革

命
の
武
力
対
決
は
、
戦
後
革
命
の
郭
分
的
勝
利
と
、
先
進

資
本
†
甕
諸
国
に
お
け
る
労
働
者
藁
命
の
挫
折
に
起
函
す
る

一股
的
敗
北
の
中
で
、
朝
鮮
戦
争
に
お
け
る
「
武
力
均
衡
」

を
画
期
と
し
て
戦
後
世
界
体
制
を
成
立
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ

れ
は
結
果
と
し
て
五
卜
年
代
「平
和
共
存
」
を
形
成
し
、
五

十
四
年
ノ
ユ
ネ
ー
プ
協
疋
ー
ベ
ト
ナ
ム
南
北
分
割
、
五
↓
九

年
ア
イ
ク
・
フ
ル
ン
チ
ョ
フ
会
談
で
頂
点
に
虜
す
る
の
で
あ

る
。世

界
史
の
す
う
勢
と
い
わ
れ
る
現
荏
の
「
多
用
的
平
和
共

存
」
は
そ
の
延
長
上
に
あ
り
つ
つ
も
、
そ
れ
が
、
反
革
命
世

界
戦
略
と
し
て
体
制
的
に
形
成
せ
ん
と
す
る
国
際
ブ
ル
ジ
ョ

ァ
ジ
ー
と
、
増
々
世
界
市
場
に
包
摂
さ
れ
る
中
で
、
足
下
の

労
働
君
反
乱
の
勃
発
に
対
抗
す
る
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
の
反
プ

ロ
レ
タ
リ
ァ
的
本
質
を
露
呈
し
つ
つ
あ
る
人
民
民
主
主
義
詰

国
(策
欧
・
ソ
連
・中
国
)
と
の
双
方
の
国
益
の
一
歩
も
ゆ

る
が
ぬ
合
意
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い

て
、
一
つ
の
新
た
な
時
代
悸
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
階
級

対
立
が
直
接
に
は
体
制
間
矛
盾
(稟
西
対
立
)
と
し
て
顕
現

せ
ず
、
革
命
と
反
革
命
が
世
界
的
規
模
で
拮
抗
す
る
激
動
期

へ
突
入
レ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
し
た
世
界
構
遺
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
世
界
的

階
級
形
成
の
段
階
的
発
展
に
照
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
「
多
用
堕
平
和
共
存
体
制
」
の
戦
略
的
本
質
は
、

階
級
闘
争
の
國
際
的
波
及
を
一国
の
民
族
的
団
績
に
、
階
級

協
調
と
し
て
封
U
込
め
、
突
出
部
分
は
反
革
命
階
級
同
盟
に

支
え
ら
れ
て
の
局
地
的
な
破
壇
戦
争
で
駅
滅
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
(
ベ
ト
ナ
ム
を
見
よ
)

ま
た
、
反
革
命
階
級
同
盟
の
再
編
強
化
は
、
平
和
共
存
路

線
を
利
用
し
て
い
く
後
蕊
国
民
映
プ
ル
ゾ
ヨ
ア
ノ
ー
と
の
関

連
で
成
立
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
.O
。

口

ペ
ト
ナ
ム
で
は
、
民
族
皆
殺
し
戦
争
と
チ
ュ
ー
政
機
の
解

体
的
危
機
の
中
で
バ
リ
和
平
会
談
再
開
を
も
っ
て
、
「民
族

和
合
政
府
」
を
め
ぐ
り
南
ベ
ト
ナ
ム
の
権
力
閥
題
が
主
要
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
「
ま
ず
軍
事
序
戦
を
」
と
主
弧
す
る
米

帝
と
サ
イ
ゴ
ン
政
権
に
対
し
、
北
ベ
ト
ナ
ム
と
南
ベ
ト
ナ
ム

臨
時
革
命
政
府
は
軍
事
聞
題
は
政
府
・
権
力
問
題
(
1ー
チ
ュ

ー
「派
を
除
く
民
族
的
大
団
紹
)
の
同
時
解
決
を
主
張
し
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
、
如
何
な
る
民
族
国
家
・政
府

も
、
い
ず
れ
か
の
階
級
の
利
害
を
代
表
し
、
せ
の
利
害
に
沿

っ
た
社
会
制
反
を
欲
求
す
る
以
上
、
政
府
問
題
と
し
て
、
過

渡
的
に
で
も
結
着
さ
れ
る
革
命
の
中
身
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ベ
ト
ナ
ム
革
命
は
、
今
、
そ
の
実
現
さ
れ
る
べ

き
革
命
の
性
格
を
め
ぐ
る
重
大
な
岐
路
に
あ
る
。

口

四
五
年
、
ベ
ト
ナ
ム
か
八
月
蜂
起
ヴ
は
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
的

」
帝
国
主
義
に
対
す
る
「
民
t
主
義
勢
力
」
の
対
抗
の
一
環

と
し
て
、
日
本
占
嶺
軍
を
解
体
し
て
の
独
▽
か
ら
ヘ
ト
ナ
ム

民
主
共
和
国
を
成
立
せ
し
め
た
。
し
か
し
、
直
後
、
仏
帝
が

南
部
か
ら
の
再
侵
略
を
開
始
、
こ
れ
に
対
す
Φ
独
立
闘
争
の

遺
程
で
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
は
南
北
を
貫
ぬ
く
下
か
ら
の
土

地
革
命
を
生
み
出
し
て
い
っ
に
。
ま
た
、
大
戦
礎
の
世
界
的

伽
革
命
的
台
勤
の
浸
及
の
中
で
、
「独
立
」と
「侵
略
」
の
対

抗
は
、
「
ベ
ト
ナ
ム
革
命
」
と
釆
帝
の
介
入
も
含
の
た
「国

際
反
革
命
」
の
対
決
へ
転
化
し
て
い
く
。
五
四
年
デ
ィ
エ
ン

ビ
エ
ン
フ
:
の
勝
利
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
後
革
命
の
一
般

的
敗
北
1
「
豪
西
対
立
」
の
武
力
均
幽
に
よ
る
平
和
共
存
の

定
着
化
丁
は
ジ
ま
不
ー
プ
協
足
に
よ
る
"南
北
分
割
ψ
を
引

き
起
し
た
。

五
五
年
、
米
帝
の
支
持
を
受
け
甫
部
ベ
ト
ナ
ム
を
共
和
国

と
し
て
箪
菖
し
た
ゴ
・
ゾ
ン
・
ジ
ェ
ム
政
権
は
「
上
か
ら
の

土
地
革
命
」
ー1
農
地
改
革
に
着
手
し
「共
産
主
鵬
の
爆
塁
」

と
し
て
分
割
地
所
有
農
民
を
反
動
的
農
民
と
し
て
育
成
せ
ん

と
し
た
。
し
か
し
、
ペ
ト
ナ
ム
革
命
の
途
上
で
南
部
で
も
既

に
地
主
を
逼
放
し
た
農
民
に
と
っ
て
は
、
再
度
地
主
へ
の
地

価
支
払
い
を
強
要
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
ゆ
こ
れ
を
前
後
し

て
、
近
代
的
地
主
・
小
作
関
係
の
形
成
と
共
に
近
鴨
的
労
働

者
階
級
(も
っ
と
も
、
ア
ジ
ア
的
共
同
体
に
お
け
の
農
民

の
、
「契
約
労
働
」

「
労
働
奉
仕
」
制
度
へ
の
[
力
的
屈

服
、
と
し
て
独
持
の
遺
渡
的
形
態
を
う
け
と
る
が
)
が
登
場

し
て
く
る
。
こ
れ
を
社
会
的
基
礎
に
、
ゴ
・
ジ
ン
・ノ
ェ
ム

政
擢
は
明
雁
な
軍
事
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ズ
A
(
後
進
国
フ
ァ
シ

ズ
ム
)
政
樫
へ
と
形
成
さ
れ
て
い
く
。

即
ち
、
戦
後
世
界
資
本
主
嚢
下
、
國
際
分
業
関
係
に
、
先

進
国
間
水
平
分
業
に
組
み
込
ま
れ
た
垂
直
分
業
と
し
て
従
属

的
に
編
成
・
固
定
化
さ
れ
た
後
蓮
西
国
で
は
世
界
的
構
造
不

況
に
突
入
す
る
や
、
主
要
輸
出
品
で
あ
る
第
一
次
産
品
の
滞

貨
と
し
て
矛
眉
を
集
中
的
に
表
現
し
再
生
産
構
造
-
経
済
体

制
を
欝
全
に
破
綜
さ
せ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
先
進
国

の
「後
進
国
援
助
」
も
膨
大
な
余
剰
農
産
物
の
投
下
に
よ
っ

て
、
自
力
で
は
存
立
し
え
な
い
民
族
ブ
ル
ノ
ヨ
ア
ジ
ー
を
テ

コ
入
れ
す
る
以
上
の
も
の
で
な
く
、
か
え
っ
て
農
業
破
壊
と

し
て
経
済
破
綻
を
相
剰
的
に
深
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う

し
て
、
「飢
え
と
貧
困
」
か
ら
立
ち
上
る
農
民
・
労
働
者
の

反
乱
は
、
資
本
書
義
的
土
地
所
有
関
係
の
廃
絶
と
国
際
分
叢

体
制
へ
の
か
か
わ
り
を
も
っ
て
し
か
、
決
し
て
解
放
へ
は
上

ら
な
い
性
格
を
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
(
農
民
自
体
、
賃
金
労

働
召
の
独
狩
の
過
渡
的
形
態
を
と
っ
た
相
対
的
過
剰
人
口
の

件
格
を
も
ち
、
労
働
者
階
級
と
し
て
階
級
形
成
さ
れ
っ
っ
あ

る
)
南
ヘ
ト
ナ
ム
の
軍
事
独
裁
政
権
は
、
後
退
国
で
の
階
級

対
立
の
背
景
だ
る
、
国
際
的
金
融
資
本
を
軸
と
し
た
国
廉
ブ

ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ー
と
プ
ロ
レ
タ
旦
ア
革
命
の
現
実
性
を
突
き
つ

け
る
国
際
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
世
界
的
力
で
の
力
の
均
衡

の
上
に
成
立
し
た
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
革
命
に
対
抗
す
る
最
後

の
唯
一可
能
な
脊
産
階
級
の
近
代
的
独
裁
と
し
て
の
ボ
ナ
パ

ル
テ
ィ
ズ
ム
政
権
な
の
で
あ
る
。
(民
族
和
合
政
府
を
根
拠

づ
け
る
「
買
弁
的
侃
侃
政
権
」
規
定
は
、
後
進
国
で
は
資
本

主
鵠

関
係
が
衰

し
な
い
も
の
と
し
ア
見
る
点
に
お
い
て

一
国
主
嵩
的
方
法
で
あ
り
全
く
非
科
学
的
で
あ
る
)

ベ
ト
ナ
ム
に
は
、
農
民
か
ら
出
て
来
た
ば
か
り
の
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
と
国
際
的
に
は
ほ
ん
の
小
ブ
ル
に
す
ぎ
な
い
ブ
ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
し
か
い
な
い
に
も
拘
ら
ず
こ
う
し
た
性
格
の
政
糧

の
成
立
根
拠
は
帝
国
主
義
段
階
の
資
本
の
も
つ
世
界
市
場
的

性
格
に
規
定
さ
れ
だ
ベ
ト
ナ
ム
革
命
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
発

腰
の
萌
芽
と
、
、
そ
れ
に
恐
怖
す
る
国
際
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

の
反
革
命
醗
砧
束
と
い
う
要
因
に
他
な
ら
な
い
。
ペ
ト
ナ
ム

で
の
矛
膚
は
民
族
的
矛
盾
で
な
く
、
世
界
的
階
級
矛
盾
の
集

申
的
発
現
で
あ
る
。

口

「平
和
攻
勢
」
「民
族
皆
殺
し
戦
争
一を
使
い
分
け
る
ニ

ク
ソ
ン
の
策
課
は
、
結
局
、
ベ
ト
ナ
ム
革
命
の
"民
族
自
決

-
糟
対
平
和
4
の
棒
内
で
の
収
拾
で
あ
る
。
チ
ュ
ー
政
樹
の

存
続
は
決
し
て
固
蝋
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
「民
族
和
合

政
府
」
は
彼
の
胴
望
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
米
帝
の
一歩
譲
っ

た
、
し
か
し
真
の
勝
利
目
萌
芽
的
に
含
ま
恥
る
プ
ロ
レ
タ
リ

ァ
革
命
の
絞
殺
r
に
他
な
ら
な
い
。

民
族
的
大
団
結
の
下
、
農
民
は
分
割
地
所
有
農
民
の
大
群

と
な
り
公
有
地
ま
で
再
分
配
さ
れ
よ
う
。
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ソ
農
園
は
維
持
さ
れ
、
そ
こ
で
の
労
働
者
は
依
然
、
質
金
労

働
者
に
止
ま
る
。
資
本
は
資
本
で
あ
る
こ
と
を
保
障
さ
れ
労

働
者
は
さ
さ
や
か
な
牛
活
改
善
を
引
き
か
え
に
質
金
奴
隷
と

し
て
の
存
続
を
強
翼
さ
れ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
「よ
り

ま
し
な
」
新
た
な
支
配
書
を
迎
え
る
に
す
ぎ
な
い
。

民
族
和
△口
政
府
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
単
命
へ
の
"
過
渡
的
政

府
4
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
は
階
級
搦
調
を
通
し
た
労
働

階
級
の
政
治
的
屈
服
を
前
提
と
し
て
の
み
労
働
者
が
参
加
し

う
る
も
の
と
し
て
の
み
労
働
者
が
参
加
し
う
る
も
の
と
し

て
、
こ
の
政
府
の
打
倒
な
く
し
て
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
は

台
頭
で
き
ぬ
も
の
と
し
て
あ
る
。
「
民
族
的
平
租
」
は
、
労

働
者
革
命
に
と
っ
て
新
た
な
僅
禦

受
け
入
れ
る
意
味
し
か

な
い
。
南
ベ
ト
ナ
ム
の
労
働
者
階
級
が
「
隠
さ
れ
た
プ
ロ
レ

タ
リ
ァ
革
命
」
を
公
然
と
琶
場
せ
し
め
、
賞
金
制
度
の
廃
棄

に
向
う
た
め
に
は
ま
ず
、
こ
の
「
民
族
的
団
締
」
を
引
き
さ

い
て
独
立
の
地
位
を
獲
得
し
、
公
認
の
「民
族
和
合
雌
府
」

の
も
と
に
は
非
公
認
の
「労
働
者
政
府
」
を
樹
立
し
対
抗
し

て
行
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
う
し
て
こ
そ
、
ベ
ト
ナ
ム
革
命

は
、
戦
後
世
界
支
配
体
制
と
そ
の
新
た
な
胃
編
を
突
破
し
、

世
界
革
命
の
火
花
と
し
て
闘
の
声
を
あ
げ
る
で
あ
ろ
う
。

口

こ
う
し
て
、
多
角
的
平
和
共
存
に
蓮
む
世
界
体
制
下
ヘ
ト

ナ
ム
革
命
は
サ
イ
ゴ
ン
反
車
命
榴
力
そ
の
も
の
の
粉
砕
を
目

萌
に
し
て
そ
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
動
へ
の
前
通
か
民
族
自
決

へ
の
封
殺
か
1
大
な
分
岐
点
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
。
「抗

米
救
国
」
闘
争
を
蓼
兀
、
ベ
ト
ナ
ム
革
命
の
階
級
的
前
塵
を

促
す
も
の
こ
そ
国
際
労
働
者
階
級
の
、
そ
し
て
百
本
労
働
者

階
級
の
プ
ロ
レ
タ
」
ア
的
対
外
政
策
の
た
め
の
闘
争
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
社
会
主
幌
建
設
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
、

一
国
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
政
治
樫
力
の
獲
得
そ

の
も
の
も
、
国
際
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
共
同
の
努
力
を
必

要
と
す
る
の
で
あ
る
。
胎
児
の
う
ち
に
絞
殺
さ
れ
ん
と
す
る

プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
革
命
の
助
産
媚
と
し
て
、
今
こ
そ
日
本
の
労

働
者
階
級
は
決
起
し
、
ベ
ト
ナ
ム
人
民
と
階
級
田
に
超
帯
す

る
中
で
自
ら
も
階
級
的
冒
頭
の
直
を
切
り
拍
い
て
わ
か
ね
ば

な
ら
な
い
。

口

「社
会
主
§
囲国
は
一
国
の
当
面
の
小
さ
な
利
益
だ
け
を

求
め
る
な
ら
ば
、
各
国
の
革
命
塵
動
に
損
害
を
夢
λ
る
だ
け

で
な
く
、
結
局
は
自
己
の
崇
高
な
国
際
的
義
務
を
も
放
棄
す

る
こ
と
に
な
ろ
う
。

も
し
自
己
の
民
族
の
小
さ
な
利
益
の

た
め
に
、
も
っ
と
も
反
動
的
な
勢
力
を
緩
助
す
勺
な
b
ば
、

彼
ら
に
対
す
る
痛
手
を
避
け
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
あ
た
か

も
溺
死
し
つ
つ
あ
る
強
盗
に
浮
袋
を
投
げ
与
洗
て
や
る
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。
・

わ
れ
わ
れ
共
産
主
義
者
は
革
命
を
堅

持
し
、
妥
協
し
な
い
こ
と
を
必
嬰
と
す
る
」
(
八
月
卜
七
日

付
ヘ
ト
ナ
ム
労
働
党
機
関
紙
「
ニ
ャ
ン
サ
ン
」
枇
説
)
1

わ
れ
わ
れ
は
、
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
闘
争
の
階
級
的
展
開
に
よ
る

「革
命
」
の
中
身
の
開
示
に
お
い
て
、
ヘ
ト
ナ

一人
民
と
遮

帯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
だ
か
ら
」
な
ど
レ濤

屋
っ
こ
い
る
冨

理
者
に
対
し
て
、
大
衆
的
な
目
い
と
し

て
二
度
の
団
交
を
か
ち
と
り
、
三
唇
昌

の
団
交
に
臨
加
で
い
る
こ
と
が
怒
り
を

も
っ
て
述
母
ら
れ
た
。

鰻
後
に
、
関
西
徐
支
連
に
結
集
し
て

い
る
篁
野
徐
さ
ん
を
支
援
す
る
会
、
京

都
徐
支
連
、
大
阪
市
従
土
木
支
部
膏
奪

部
、
自
治
体
労
働
者
の
会
よ
9
決
意
表

明
を
受
け
、
9
・
18
対
市
抗
議
行
勃
に

決
起
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
イ
ン
タ

ー
合
唱
を
も
っ
て
こ
の
日
の
築
会
を
終

え
た
。

な
お
同
日
、
申
核
派
系
も
、
大
阪
・

扇
町
公
園
で
築
会
を
行
な
い
、
デ
モ
ン

ス
ト
レ
r
ン
コ
ン
塊
震
開
し
た
。

璽

辰
和
合
政
府
」
問
題
め
貞
体
的
始
動

は
、
戦
後
世
界
体
制
の
激
動
か
ら
反
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
再
編

を
政
治
的
枠
組
の
新
た
な
形
成
と
し
て
象
微
的
に
表
現
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
六
十
年
代
後
半
か
ら
激
発
し
て
い
っ
た
先

遣
帝
国
主
義
踏
国
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の

渡
、
後
進
雁
国
(イ
ン
ド
ン
ナ
・中
近
東
・
中
隅
米
)
人
民

の
解
放
闘
争
、
人
民
民
主
主
義
諸
国
(
チ
ェ
コ
・
ボ
ー
ラ
ン

ド
)
で
の
労
働
書
反
乱
、
そ
し
て
そ
の
背
景
と
し
て
の
国
原

償
貨
危
構
、
コ
メ
コ
ン
の
動
楴
ウ
皮
革
命
的
に
総
括
す
る
も

の
に
他
な
5
な
い
。

と
り
わ
け
ベ
ト
ナ
ム
革
命
の
決
定
的
分
岐
点
に
あ
っ
て
、

わ
れ
わ
れ
は
、
先
進
国
-
後
進
国
下
人
民
民
主
車
欄
諸
国
を

貫
ぬ
く
同
時
互
命
性
と
し
て
の
戦
略
的
結
合
を
基
軸
と
し
て

、
今
秋
、
ペ
ト
ナ
ム
反
戦
闘
争
を
階
級
的
に
推
遊
し
て
い
く

必
憂
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

今
、
わ
れ
わ
れ
は
、
世
界
体
制
の
再
編
の
方
向
梶
を
特
徴

づ
け
、
そ
の
中
で
の
ベ
ト
ナ
ム
革
命
の
現
段
階
を
嬰
雁
に
し

、
ベ
ト
ナ
ム
人
民
と
隠
級
的
に
運
帯
す
る
途
を
整
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

口

米
中
・米
ソ
会
談
、
ソ
連
・西
独
の
東
方
条
約
、
南
北
朝

鮮
共
同
声
明
、
日
中
国
交
回
復

と
、
世
界
史
の
本
流
は

「
緊
張
綬
和
」
「
関
係
改
曹
」
「
平
和
共
存
」
で
あ
る
か
の

よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
華
や
か
な
外
交

の
背
後
で
進
行
す
る
現
突
の
憂
愚
は
、
米
帝
の
ベ
ト
ナ
ム
革

命
戦
争
の
民
族
皆
殺
し
戦
争
へ
の
一
挙
的
エ
ス
ガ
レ
ー
ト

(
ア
ジ
ア
鰭
国
で
は
致
命
的
な
提
防
破
壊
、
電
子
誘
導
爆
弾

な
ど
新
兵
器
の
採
用
、
以
前
は
申
ソ
と
の
全
面
戦
争
へ
の

ρ
危
険
な
驕
け
4
と
し
ア
ジ
ョ
ン
ソ
ン
す
ら
発
動
し
な
か
っ

た
北
ベ
ト
ナ
ム
全
海
壊
機
霊
封
鎖
)
で
あ
り
、
西
独
で
の
非

常
事
態
法
施
行

「
韓
国
」
で
の
国
家
非
需
事
態
宜
言
の
発

令
、
日
本
で
の
恒
常
的
破
防
法
体
創
と
粗
級
破
襲
攻
華
で
あ

ベ
ト
ナ

ム
革
命
の
封
殺
を
許
す
な

東
大
震
災
の
混
乱
の
中
で
、
デ
マ
ゴ
ギ

ー
の
読
帯
と
在
日
朝
鮮
人
中
国
人
そ
し

て
社
会
主
義
者
の
大
虐
殺
を
遂
行
)
て

い
P
た
。
そ
し
て
自
警
団
な
ど
の
胡
畿

化
が
進
行
し
、
や
が
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ

と
突
環
し
て
ゆ
く
遺
程
を
、
今
わ
れ
わ

れ
は
想
起
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

現
在
、
大
都
市
の
過
密
化
を
胃
景
に

し
て
危
機
感
を
あ
お
り
た
て
る
き
ら
び

や
ひ
な
防
災
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
も
と

で
、
擢
力
に
よ
る
ち
密
で
系
統
的
な
地

域
治
安
対
策
が
遂
行
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
在
日
ア
ジ
ア
人
に
対
す
る
入
営
体
制

の
強
化
孜
撃
が
か
け
ら
れ
て
き
て
い

る
。
こ
れ
を
九
。
一の
歴
史
的
教
酬
を

ふ
ま
尻
て
断
固
粉
砕
し
て
ゆ
か
ね
ば
な

ら
な
い
。

次
に
、
全
郡
救
援
運
絡
会
議
を
代
表

し
て
玉
川
氏
よ
り
、
防
災
の
名
の
も
と

に
何
が
な
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
、
災
筈
対
策
基
本
法
の
か
ら

く
り
と
西
ド
イ
ソ
の
非
常
事
態
法
の
闘

題
、
自
衛
隊
の
「
聞
接
侵
略
」
規
足
の

閥
題
、
国
民
総
背
番
号
制
の
問
題
な
ど

を
例
証
し
な
が
ら
の
説
明
が
な
さ
れ
、

さ
毎

る
鋭
い
警
戒
心
嵜

笑
な
反
畢

が
訴
え
ら
れ
た
。

ま
た
東
京
反
戦
は
「
防
災
と
雷
い
な

が
ら
そ
れ
は
境
夷
の
災
害
に
は
ま
る
で

無
力
な
も
の
で
あ
り
、
結
局
そ
の
内
容

は
反
革
命
治
安
体
制
で
あ
る
。
防
災
訓

練
を
通
じ
て
自
衛
隊
が
市
民
権
を
得
ん

と
す
る
こ
と
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
述
べ
、
さ
ら
に
全
力
を
あ
げ
て
棺
榛

躍

婁

闘
う
と
い
う
決
意
を
表
開
し

た
。続

い
て
東
大
教
養
竃

入
響体
制
粉

砕
行
動
黍
よ
り
、
目
黒
地
区
に
お
け
る

国
籍
書
き
鑓

問
題
対
区
役
所
闘
争
を

契
機
に
し
た
闘
い
の
鞭
告
が
な
さ
れ
、

出
入
国
法
・外
函
人
掌
校
法
案
粉
砕
へ

む
け
て
の
闘
い
の
決
意
表
明
が
な
さ

れ
た
。

全
那
神
奈
川
狭
山
藝

判
糾
弾
共

闘
か
ら
は
、
部
湛
解
放
醐
9
を
闘
う
甲

か
ら
九
・
「闘
争
に
決
起
す
る
鋭
い
問

題
提
起
が
な
さ
れ
、
こ
の
閥
漣
続
的
に

閣
わ
れ
て
い
る
果
京
拘
置
所
包
囲
糾

弾
闘
争
に
お
け
る
地
奴
住
民
の
反
革
命

的
組
繊
化
と
そ
れ
に
対
す
る
周
辺
へ
の

ビ
ラ
入
れ
な
ど
を
通
し
た
反
馨
の
報
告

が
行
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
童
穴
局
面
に

突
入
し
た
狭
山
差
別
裁
判
闘
争
へ
の
決

起
の
呼
び
か
け
と
、
九
月
結
審
粉
砕
、

死
刑
判
決
阻
止
の
決
意
表
明
が
な
さ
れ

た
。九

・
「
防
災
訓
練
粉
砕
目
黒
北
区
笑

行
委
か
ら
の
報
告
の
あ
と
、
全
掌
趣

(
北
粂
委
員
長
)
と
日
本
反
帝
戦
線
の

ア
ビ
ー
ル
が
行
な
わ
れ
た
。
全
学
連
か

ら
は
「四
十
九
年
前
関
東
大
震
災
の
災

禍
の
中
で
行
な
わ
れ
た
在
日
朝
中
人
民

と
社
会
主
蕊
者
の
大
虐
殺
の
教
訓
は
、

防
災
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
も
と
で
進
行
す

る
反
革
命
治
安
体
制
と
入
国
法
・外
国

人
学
校
法
の
攻
畢
を
は
じ
め
と
ず
る
入

管
体
制
の
鵡
行
と
い
う
申
で
、
今
日
的

な
も
の
と
し
て
明
確
に
把
握
さ
れ
ね
ぱ

な
ら
な
い
」
♪
遜
租
さ
れ
、
さ
ら
に
相

梶
原
に
お
い
て
九
月
中
に
二
屋
の
搬
出

許
可
申
請
が
米
軍
か
ら
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
対
し
、
現
闘
団
を
軸
に
断
固
築

力
阻
止
闘
争
を
闘
い
抜
け
と
訴
え
た
o

こ
の
あ
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
ン
ヨ
ン

に
拶
り
、
礫
川
公
躍
か
ら
淡
路
公
園
ま

で
弾
圧
を
は
ね
の
け
て
デ
モ
を
貫
徹
し

た
。

組織破壊攻撃に反撃す

8・30反 弾圧集会かちと らる

八
月
三
十
日
、
干
後
六
時
半
よ
り
大

阪
森
ノ
冨
府
立
青
少
年
会
館
に
お
い

て
、
四
・
二
八
弾
比
対
策
本
部
寓
催
に

よ
る
八
・
三
〇
反
弾
ヒ
集
会
が
行
な
わ

れ
た
。

こ
の
日
の
集
会
は
、
四
・
二
八
闘
争

の
さ
い
の
覚
派
闘
斜
を
口
冥
と
し
た
権

力
の
題
織
磯
壊
策
動
に
対
し
て
、
断
乎

反
肇
す
べ
く
童
蔵
一
致
す
る
た
め
に
勝

ち
取
ら
れ
た
も
の
で
、
社
膏
同
奈
良
地

本
、
反
帝
掌
評
、
反
帝
高
評
、
N
君
を

守
る
象
、
補
戸
行
動
委
員
会
追
含
、
九

。
一
実
行
委
員
会
、
「橘
の
な
い
唄
」

上
瞑
阻
止
凶
筆
弾
庄
公
判
を
闘
っ
て
い

る
部
分
な
ど
、
約
百
各
が
緒
集
し
た
。

司
会
が
醐
会
を
箇
げ
兀
後
、
被
告
団

の
決
嵐
表
明
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
ず
、

ご
ρ
た
び
の
不
当
ぶ
捕
、
不
当
拘
留
を

完
轟黙
秘
に
よ
り
釈
放
を
勝
ち
取
っ
た

社
暫
同
奈
良
地
本
の
K
氏
の
「敵
樽
刀

に
よ
る
扱
駒
法
的
壌
滅
作
載
に
対
し
て

徹
低
的
に
闘
い
抜
く
」
と
い
う
決
嵐
衰

明
に
次
ぎ
、
地
裁
事
務
膏
と
い
う
事
を

も
っ
て
マ
ス
コ
ミ
樽
刀
一体
の
弾
圧
を

受
け
て
い
る
N
氏
が
「司
法
の
フ
ァ
ッ

僧
労
学
二
百
で
東
拘
を
包
囲

8

部
落
解
放
運
動
の
拡
大

へ

八
月
二
十
]日
、
午
後
一
時
半
か
ら

石
川
青
年
を
九
年
闘
も
獄
中
に
と
じ
こ

め
て
い
る
警
察
擢
刀
、
東
京
拘
置
所
に

対
す
る
仇
議
闘
争
と
し
て
「
東
京
拘
置

所
彊
囲
糾
弾
硝
三
波
跳
争
」
が
行
な
わ

れ
た
。

こ
れ
ば
、
全
都
神
余
H
狭
国
ダ
別
裁

判
糾
弾
戎
闘
会
罐
の
主
催
で
、
全
関
東

。
全
国
各
地
か
ら
粕
樂
し
た
労
働
者
・

乾

学
生
二
百
名
に
よ
っ
て
か
ら
と
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
に
は
京
大
狭

山
公
判
闘
争
笑
行
委
の
有
志
も
+
数
名

結
集
し
た
。

責
砥
公
園
で
行
な
わ
れ
た
「
狭
山
差

別
裁
判
糾
弾
/
石
川
さ
ん
奪
遵
/
獄
申

弾
圧
粉
砕
/
東
拘
包
囲
糾
弾
総
決
起
集

会
　の
最
初
に
、
京
穴
狭
山
公
判
笑
行

委
の
有
志
と
、
貞
北
大
教
養
郎
部
落
研

石川青年の獄中闘争に連帯 り、拘置所前で戦闘的デモ
を貫徹する糾弾共闘の隊列。8・27東 殉包囲糾弾闘争

か
ら
発
雷
が
あ
0
、
学
圏
、
地
区
で
の

藻
別
・
選
別
へ
の
闘
い
を
ひ
っ
さ
げ
て

初
め
て
紹
集
し
た
こ
と
が
訴
え
ぢ
れ
、

東
拘
包
囲
闘
争
の
金
国
的
置
及
と
戦
線

の
拡
大
を
袈
わ
し
て
い
た
。

更
に
、
全
郁
神
奈
川
糾
弾
共
闘
か

ら
、
次
の
よ
つ
な
毫
調
提
起
が
行
な
わ

れ
た
i
「六
二

〇
、
七
・
二
三
の
;

波
の
旬
囲
糾
弾
闘
争
を
橋

本
日
は
京

大
、
菓
北
大
、
佐
賀
大
等
の
全
国
的
結

集
で
、
ま
た
反
弾
圧
戦
線
、
保
安
処
分

戦
繰
の
喜
加
の
も
と
、
第
三
波
闘
争
が

灯
な
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
闘

い
は
狭
山
公
判
闘
争
の
盗
大
な
周
面
に

あ
っ
て
、
政
府
、
高
裁
、
東
拘
へ
の糾

弾
を
右
川
膏
ヰ
と
の
階
級
的
鴻
帯
の
中

ひ
推
進
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
わ
れ

わ
れ
は
鴨
仕
沖
鵜
返
還
に
よ
っ
て
生
み

出
さ
れ
る
沖
縄
差
別
、
部
落
薫
別
の
助

長
と
断
乎
渕
決
し
て
い
か
な
け
れ
は
な

ら
な
い
。
ま
た
、
全
国
部
落
研
-
支
持

共
闘
会
脳
と
い
う
申
核
派
の
宗
派
遮
動

を
の
り
こ
え
る
部
落
解
越
渥
動
の
摺
築

の
中
で
、
全
国
的
潮
流
を
形
成
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
日
の
東
拘

包
囲
糾
弾
闘
争
を
、
九
月
結
審
-
十
一

月
死
刑
判
決
阻
止
へ
む
け
、
最
後
ま
で

闘
い
ぬ
;
つ
」
1

続
い
て
、
各
栂
成
団
体
か
ら
、
全
都

高
校
生
邪
落
研
連
帯
、
全
窮
玉
狭
山
差

別
裁
判
糾
弾
共
闘
(準
)
、
神
奈
川
大

全
単
契
行
委
、
練
罵
高
校
狭
山
差
別
裁

判
糾
弾
全
掌
実
行
秀
、
都
職
活
動
書
会

謡
、
神
奈
田
県
反
戦
運
絡
会
議
、
及
び

反
弾
圧
戦
線
か
ら
奮
都
救
援
連
絡
会
議

保
安
蝸
分
戦
線
か
ら
法
制
書
粉
砕
更
行

委
の
発
占
が
行
な
わ
れ
、
最
後
に
全
学

連
(北
条
委
賃
長
ー
プ
ロ
統
派
系
)
・

日
本
反
帝
戦
線
(
戦
旗
派
系
)
が
遷
滞

の
あ
い
さ
つ
と
決
廠
表
明
を
行
な
っ

た
。特

に
神
大
全
学
実
行
凄
か
ら
は
、

「
東
拘
包
囲
糾
弾
闘
争
は
、
全
て
の
労

働
者
・
人
民
の
課
題
と
し
て
の
部
落
解

放
運
動
の
定
養
化
を
め
ざ
し
、
棄
拘
近

辺
の
任
民
の
組
織
化
を
か
ち
と
る
中
で

全
国
の
芒
級
弾
圧
、
政
治
蛋
関
攻
馨
の

闘
い
へ
も
拡
大
し
て
い
く
も
の
と
し
て

展
開
さ
れ
な
け
れ
は
な
ら
な
い
」
と
室

張
さ
れ
た
。
ま
た
、
神
奈
川
県
反
戦

は
、
「全
逓
大
宮
の
闘
い
の
波
及
を
う

け
、
合
理
化
が
部
落
差
別
を
助
長
す
る

も
の
に
他
な
ら
な
い
事
を
ふ
ま
え
、
全

て
の
青
年
労
働
音
の
間
題
と
し
て
部
落

解
放
闘
争
を
担
っ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、

本
工
-
下
躍
・臨
時
工
を
賀
ぬ
い
た
労

組
の
建
般
も
め
ざ
し
て
い
る
。
わ
れ
わ

れ
は
狭
山
闘
争
と
相
模
原
戦
単
搬
出
阻

止
闘
争
を
今
秋
期
階
級
攻
防
戦
の
軸
と

し
て
闘
っ
て
い
く
。
」
と
訴
え
鴨

解
放
歌
の
斉
唱
で
集
会
を
終
え
、
β

加
者
は
固
い
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
戦
闘

的
デ
モ
を
貫
敬
し
た
。
と
く
に
策
京
拘

置
所
前
で
は
、
機
動
隊
の
弾
圧
を
突

き
や
ぶ
る
突
力
展
開
と
共
に
「石
川
書

が
ん
は
れ
/
狭
山
差
別
戴
判
糾
弾
/
廉

拘
糾
弾
ー
一
切
の
部
落
薫
別
を
許
さ
な

い
そ
」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
繰
り

返
レ
た
。
岡
時
に
、
槻
刀
に
よ
る
庄
民

の
組
載
化
を
粉
砕
し
、
闘
う
側
に
組
融

す
べ
く
デ
モ
と
並
行
し
て
地
斌
住
民
へ

の
ビ
ラ
入
れ
を
貫
徹
し
た
。

シ
ョ
化
に
対
す
る
弾
圧
粉
砕
戦
線
の
梅

築
を
!
」
毒

び
か
け
た
。

親
い
て
含
ユ
の
弾
圧
を
彼
告
、
支
援

団
体
と
共
に
闘
う
弁
護
団
を
代
衰
し
て

よ
取
法
徳
亭
務
所
の
A
氏
が
あ
い
さ
つ

し
「
裁
判
を
通
じ
て
徹
底
的
に
臨
お

う
」
と
決
意
裂
囲
し
た
後
、
弾
圧
対
策

本
部
の
基
調
報
百
に
う
つ
っ
た
。

こ
の
報
告
で
①
本
集
会
は
今
後
さ
ら

に
強
ま
る
で
あ
る
う
弾
圧
に
対
す
る
反

撃
の
の
ろ
し
で
あ
る
。
参
加
者
は
本
集

会
に
お
い
て
贈
級
闘
争
の
生
き
た
原
則

を
つ
か
み
取
コ
て
ほ
し
い
。
⑭
今
度
の

弾
圧
は
個
人
に
対
す
る
も
の
と
い
う
よ

り
組
畿
破
壊
の
た
め
の
弾
圧
で
あ
る
こ

と
。
⑧
赤
軍
派
に
対
す
る
攻
撃
の
後
、

三
里
塚
の
青
年
行
動
隊
弾
圧
に
貝
ら
れ

る
よ
う
に
、
最
も
載
闘
酌
労
働
者
学
生

組
繊
に
向
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
。

④
故
に
わ
れ
わ
れ
は
反
弾
圧
闘
争
の
総

て
を
己
の
血
肉
と
化
し
階
級
的
強
化
を

も
っ
て
今
後
の
闘
争
を
闘
い
抜
か
ね
は

な
ら
な
い
。
と
刀
強
く
述
ぺ
た
。

こ
の
後
、
社
習
同
鳥
取
地
本
の
連
帯

あ
い
さ
つ
が
届
い
た
こ
と
が
報
管
さ

れ
、
続
い
て
、
N
君
を
守
る
会
、
神
戸

行
動
塾
璽
r臼
会
、
反
帝
高
評
が
そ
れ
ぞ

れ
決
意
表
明
を
行
な
っ
た
。

次
に
勾
留
中
に
勤
め
て
い
た
職
場
か

ら
不
労
解
雇
さ
れ
、
そ
の
橡
回
を
求
め

る
会
社
と
の
交
渉
で
到
着
が
選
れ
て
い

た
K
氏
が
「
わ
れ
わ
れ
の
闘
い
壌

怖

し
た
権
力
の
フ
レ
ー
ム
・
ア
ノ
ブ
に
よ

る
弾
圧
に
対
し
、
三
里
塚
膏
行
隊
、
国

労
、
動
労
♪
蓮
帯
し
て
闘
い
抜
ζ
⊃
。

そ
れ
と
並
ん
で
解
雇
通
畑
を
断
乎
拒
臼

し
就
労
闘
争
も
闘
っ
て
行
く
」
と
い
う

決
廠
衰
明
が
行
な
わ
れ
た
p

こ
の
後
、
全
掌
連
よ
り
の
発
言
"・あ

り
最
後
に
九
・
[
実
行
婆
が
「九
・
一

関
東
大
震
災
四
十
九
周
年
朝
鮮
人
虐
設

抗
鷹
入
管
こ
法
国
会
上
£
阻
止
策
会
　

へ
の
結
集
を
呼
び
か
け
た
後
、
参
加
者

余
員
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
せ
い
嘔
で
集
皇

を
終
え
た
。催開

一

集 会 を
一三 里 塚

9・16
2周 年

青行隊弾圧をはねのけ

 

昨
年
九
月
の
三
里
舞
第
二
次
強
制
士

地
収
容
阻
止
闘
争
は
、
労
農
掌
の
筆
命

的
な
力
で
勝
利
的
に
戦
わ
れ
、
政
府
公

団
を
六
月
開
港
の
大
破
産
と
今
後
の
開

港
の
見
通
し
が
な
い
と
い
う
全
く
の
破

綻
状
賑
に
追
い
込
ん
だ
が
、
こ
れ
に
恐

怖
し
た
政
府
公
団
は
今
、
必
死
の
巻
き

返
し
、
青
行
隊
を
中
心
と
し
た
部
分
へ

の
木
弾
圧
を
か
け
て
き
て
い
る
。
昨
年

十
二
月
八
日
以
降
十
三
次
に
わ
た
り
百

九
名
が
逮
拙
さ
れ
、
獄
中
で
の
拷
間
の

み
な
ら
ず
、
次
女
に
傷
轡
致
死
罪
な
ど

で
起
訴
が
続
い
て
い
る
。

来
た
る
九
月
十
ス
日
、
昨
年
の
三
里

塚
闘
争
の
大
爆
発
か
ら
一
測
年
を
記
念

し
て
、
そ
の
飛
播
し
た
地
平
を
う
ち
か

た
め
、
弾
圧
を
粉
砕
し
、
空
港
を
葬

り
去
っ
て
ゆ
く
た
め
の
「
九
・
】六
三

里
獄
を
閣
う
人
民
集
会
」
が
日
比
谷
公

会
堂
に
お
い
て
三
里
塚
芝
山
連
含
空
港

反
対
岡
盟
の
主
催
で
開
か
れ
る
。
八
月

三
十
一旦
開
か
れ
た
隻
行
委
員
会
に
は

お
よ
そ
百
五
十
名
が
結
集
し
、
空
港
反

対
同
盟
の
事
務
局
長
北
原
氏
、
青
年
行

勘
隊
、
さ
ら
に
弁
鰹
団
か
ら
の
決
嵐
表

明
が
行
な
わ
れ
、
九
・
一
六
集
△酉を
圧

倒
的
に
勝
ち
と
っ
て
ゆ
く
事
が
確
認
さ

れ
た
。

心をつたえるプラチナ
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